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水道法վਖ਼ͱ
給水装置工事ओٕज़ऀ

年಄ॴײ

ެӹஂࡒ๏ਓڅ水ٕࣄज़ৼஂࡒڵ
ཧࣄ　ᚸฑ　ହج

水道法が改正されても、わが国がԿ時でも、
Կॲでも、҆৺して必要なྔの水道水をར༻で
きる国で͋ることにมわりない。今年開催され
るΦリンϐοΫを機会にւ֎ॾ国から来日する
બख・ද団や๚٬は、水に対するスτϨス
を๊かないままؼ国されることはٙいない。Φ
リンϐοΫを開催してきた、͋るいはこれから
開催するੈքの大ࢢで、東京水道のように水
、て水道ར༻者の給水ખまでܦからড়水をݯ
ੈքߴ࠷水準の技術とそれをۦする技術者集
団が支えているとこΖはない。正に日本が現
社会でもࢵࢁ水明の地で͋るॴҎがここに͋る。
ਓは、旧来からߞ地など水が๛かな地や
࢈の集ࢄ地をத৺にして集མをܗ成し、そ
こに集団で生活をしてきた。わが国の国の
�ׂはྛで͋り、それҎ֎のߞ地などにॅ
࢈えていたが、明治Ҏ߱になってୈೋ次ߏをډ
業を୲う工・事業がग़現するようになった
ものの、それも旧来の集མ地の近で͋った。
ਓݮޱগ社会になるのは間ҧいがないことで
͋る。すでに、ۭ き家は�5�ສށにୡしている。
これらのۭき家やこれからਓがډなくなるとこ
Ζは、これまでਓ々がらしていたॴで͋る。
水道、ిؾ、Ψス、Լ水道、ഇغऩ集・ॲ理
等のインϑラαーϏスが行きಧいているॴか
らਓがډなくなるので͋る。インϑラαーϏス
のほとΜどは 19�� 年Ҏ߱のࡁܦ成長期から
備されてきており、その理త・機能తなׂ
をऴえ、次ੈにまでͭながるものに更新され
る必要が͋る。水道で言えば、水道事業ମのࢿ
機ց設備が正に早・ؾి・で͋る管࿏・ড়水࢈

に更新されなければならない。しかし、更新ٸ
されるそれらの施設に続している水道ར༻者
の࢈ࢿで͋る給水装置・設備も更新されるので
͋Ζうか。しかも、ਓޱがݮগするので͋るか
ら、ध要はݮগし、ਓత・త࢈ࢿはॖݮする
ことがഭられる。
水道事業ମの配水管から水するために༻い

られている装置・ث۩のอक・検すら行われ
ていないのが現実で͋る。水道ྉۚࢉ定の基ૅ
ใをಘる水道事業ମ࢈ࢿの水道ϝーλーは定
期తにަされているが、それҎ֎の給水装置・
の配ྀは全くない。൚༻されているそれ۩ث
らの機能にͭいての時間త・ۭ間తな制にͭ
いてのՊ学తな検౼が͋まりにもなされてこな
かったのが現実で͋る。ۭき家になって、水道
ϝーλーがఫڈされた水ખからࢭ水หまでの
給水管内のཹ水がどうなっていることすら検
౼されていない。
水道法の改正により、指定給水装置工事事業

者の定期తな更新制の導入に伴い、給水装置工
事主任技術者の技術力上のための研修も行わ
れるようになった。これを機会に、給水装置・
にͭいても技術ֵ新が進み、水道事業ମの۩ث
更新された施設・࢈ࢿの新たな機能と合が取
れた、水道システム全ମでのイϊϕーシϣンが
進まなければならない。そのためにも、当財団
としては給水装置工事主任技術者の࣭ࢿ上と
合わせて、労働ਓޱの制がݫしくても必要な
ਓࡐを確อできるような社会తなධՁと۰が
ಘられるためより一の力をしたい。
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エッセイ
ͷ水ࢁߴ

େ֞　ᚸҰ
東京大学名༪ڭत

ུྺ
ত和 49 年 3 月 東京大学大学院ത士՝ఔ修ྃ、工学ത士
ত和 49 年 4 月Ҏ߱ 東北大学ॿख、東京大学ॿڭत、アジア工科大学院（タΠ国）

 ॿڭतをྺ
ฏ元年 4 月 東京大学工学部都市工学科ڭत
ฏ 21 年 4 月 （ಠ）国立ڥ研ڀॴ理事
ฏ 25 年 7 月 （公ࡒ）水道技ज़研ڀセンター理事
令和元年 7 月 ಉ্ୀ

॓は൘ுりの;すまとোࢠで切られた和
ࣨで͋る。ͻどくפい。খさなੴ༉スτーブとి
にしてڥໟがかΖうじて団のதを৸るؾ
くれる。共同のચ໘ॴのऄޱの水はྫྷたく、ख
を触れている時間をできるだけくしたくなる。
昨年 11 月に、ཱྀ行社のπΞーでߴࢁに
初めてग़かけた。道修行を֞間見るཱྀで͋る。
॓に 1ധした。社ࣉがライτΞοプされた
の҉ҋのதのπΞーは、ொの日常のؾ配がফえ、
फ教ࢢの࢟がཱͭࡍ。॓は、৯事、部の
準備などのαーϏスをஉੑのૐཿのਓたͪが修
行の一として୲っている。੩かで؆ܿな動き
はਗ਼ႏな水に௨じるझきが͋る。
ߴभの標ل、はࢁߴ 9��N のࢁのதのຍ地
に、12�� 年Ҏ上前の �1� 年にۭւ（߂法大ࢣ）
によって開かれたफ教ࢢで͋る。ߴொのਓ
ࡏは現ޱ ���� ໊ほどで、ཱྀ行Ψイυ氏によれば
�の 1に͋たる 1��� ਓがૐཿなどफ教関係
者で͋るとのことで͋る。ਓݮޱগは毎年�ˋ
にୡしている模様で、ொのϗームϖーδの内容
から水道事業ܦӦもݫしい状況がうかがえる。
த国長҆でのཹ学த、すでにີ教の正当な後
者とঝ認されていたۭւは、大同元（���）年ܧ
に長҆からؼ国した。ۭւ �� の時で͋る。そࡀ
の後、ਅ言ີ教のମܥԽに力を͗、�1� 年に
の開が始まることࢁߴ、をԼ賜されࢁߴ
になる。ۭւの伝えたີ教はᘪՀ（ϢΨ。いわ
ΏるϤΨのݯޠだそうで͋る。）のᛉによって
成を指すもので͋る。「ଟくのफ教ܦయが、
修行に適したॴとして、Ֆ࡙き、ਗ਼らかな水
がྲྀれる、੩ऐでࣗવ๛かなྛを規定してい
る。・・ߴ・ ࢁは、その݅に࠷も適った٢な
地で͋った。」（࡚一༸「߂法大ۭࢣւとग़
会う」（ؠ新ॻ 1�25））ので͋る。
ۭւは、࢛国ذࢌのग़で、生まれた地のຬ

ೱの築を指・شಜしたことは水道関係者
には特にられているとこΖで͋る。ߴࢁを
開したのͪの �21 年ごΖの事で͋るらしい。
ۭւは、このΞーν式のఅの築に、技術త
にもफ教తにも治తにもਓฒ֎れた指導力を
発شしたとのことで͋る。࢘അྒྷଠは、খ説「ۭ
ւの風ܠ」（தԝެ社）のதで、当時の社会
状況のதにこのఱ࠽の࢟を૾し、ඳいている。
ͪなみに、ۭւにはさまざまな伝説が͋る。ઘや
Ҫށなどの、水ݯを୳し当てたというものがଟく、
とよばれ、全国に「法ਗ਼水߂」 1��� かॴほどଘ
。するそうで͋る（࡚一༸、同上ॻによる。）ࡏ
現ࡏのߴொの上水道は、ٸ速ᖤա・Φκン

ॲ理・活ੑॲ理が主ମで、ບॲ理・活ੑॲ
理を導入しているড়水も͋る。また、ۭւの
（。に基づきশされるڼ入定ɿ入定ཹ৴）期࠷
に当たり、ఋࢠのਅがඳいたというޚӨ（
૾ը）がऩめられているޚӨಊ（みえどう）は、
Ԇমࢭのため、そのपғをғΉように水ນを
ͭくるυϨンνϟーシステムが備されてい
る。現の技術とシステムが、ਗ਼らかな水とࣗ
વ๛かなྛのதに͋るफ教ࢢの、生活、จ
Խ・ྺ࢙、さらに࢈ޫ؍業などを支えているの
で͋る。特にߴொの合、水道はྺ࢙・จԽ・
फ教の࣋続のためのインϑラとしての৭࠼がڧ
いといえる。ະ来にけて間ҧいなくҡ࣋して
いかなければならない。
८ྱ࢟のおว࿏さΜやޚगҹாをखにޚगҹ

を授かる同行のπΞーࢀ加者のまじめなํ々をԣ
に、われわれ්は、家内҆全と家の݈߁と
いう現ੈརӹのみをفるだけで͋った。しかし、
ࣗવのதのਓ間、ࣗવのதの水を、ମでޛる
機会にはなったようで͋る。॓のऄޱのྫྷたい
水に、かじかΉखのͻらを合わせなければならな
かったのだと、いまになってչやΜでいる。
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エッセイ エッセイ
水ӭχοϙϯࠓੲ

ݟ　શ߂
公ӹஂࡒ法ਓ日本水ӭ࿈ໍ 常務理事 ૯務ҕһ

ུྺ
ত和 63 年　　ܚጯٛक़大学ࡁܦ学部ଔ業
ฏ 21 年　　ૣҴ田大学大学院スϙーπ科学研ڀ科修ྃ
ฏ 24 年　　ϩンυンΦϦンϐοΫڝӭίーν
ฏ 27 年　　ݱ৬

օさΜはʰ水ӭニοポンʱという言༿をごଘ
でしΐうかʁઓ前では「前ാ、ΨンバϨʂ」の
実況์ૹで有໊な前ാलࢠબख、ઓ後復ڵ期に国
ຽに༐ؾとرを༩えた「ϑδϠϚのτϏΦ」
ことڮݹኍ೭進બख、バαϩӭ法でۚϝμルを֫
ಘした現スポーπி長のླ大地બख、ฏ成の
スーύースλー・島߁հબखなど、時を
するଟくの໊બखをഐग़してきた水ӭは、いͭし
か、そのًかしいྺ࢙・伝統・実績から、h 水ӭ
ニοポンʱとশされるまでの国ຽతスポーπにな
りました。そΜな水ӭは、日本でどのように生
し、発లしてきたのでしΐうか。
、水ӭは主にङྌやҠ動のखஈでした。ւݹ

Ԋいやりにらすਓ々にとって、水ӭは生き
ていくために欠かせないものだったのです。�ੈ
ਓ伝ʱには、「今ࢤにॻかれた有໊なʰᲇل
の水ਓ、Μでしてڕൎをัえʜ」とॻかれ
ています。ݹから日本ਓはӭいでいたのです。
ઓཚのੈになると、水ӭに術（水術）として

のతが加わります。܈༤ׂڌのઓ国時、֤ൡ
はൿ伝の術として水ӭをಠࣗに進Խさせました。
ߕづかれないようにఢਞ近くまでજ行したりؾ
ႀを着たままӭいだり、水ӭは水ลにおけるઓಆ
全ൠに応༻されていきました。かの৫ా৴長も毎
年�月ʙ 9月まで水࿅にۈしΜだと言います。
時に入ると、֤ൡで発ୡした水ӭは、ށߐ

が習ಘすきᅂみ、ܳの1ͭとしてॏΜじら࢜
れるようになりました。֤地で発・発ୡした
ܳとしての水ӭが、現ࡏ、日本֤地に日本ӭ法の
ྲྀとして伝ঝ・อଘされ、そのଟくがແܗจԽ
財に指定されています。
明治ҡ新Ҏ߱の近に入ると、水ӭはその対

が࢜からॸຽや܉ਓにมわりました。当時は
上ަ௨がະ発ୡでւ上ަ௨தの水事ނもଟ

かったことから、の҆全をकるため、水ӭは
く国ຽにී及していきました。また学ߍ教ҭの正
՝に取り入れられたことから全国֤地の学ߍで
ԕӭが行われるようになり、ւ܉もԕӭに力を入
れました。ただし、ܳを౿ऻした水ӭの主త
は速さをڝうことではなく、水のதでࣗらの໋を
कる৺ߏえや技術の習ಘ、ମత・ਫ਼ਆతな修養
にॏきが置かれました。
速さをڝう水ӭ（ڝ技水ӭ）では、1�5�（҆ �）

年にӽத島で ���間（ 5�5N）のڝӭが行われ
た記がっています。その後、日本の水ӭબख
が初めてग़した 192�（大正 9）年のΞンτϫー
プ・ΦリンϐοΫをܖ機に近ӭ法（Ϋϩール、
ฏӭ͗、എӭ͗、バλϑライ）が日本にॱ次導入
され、֤地に水ӭプールが建設され始めたことも
後ԡしとなり、ڝ技水ӭが次ୈにΜになってい
きました。ɹ
Ҏ߱、日本のڝ技水ӭはឯ༨ંۂをܦながらも

著しく発లしました。ΦリンϐοΫ初ग़からۇ
か �年後の 192�（ত和 �）年のΞムステルμム・
ΦリンϐοΫでۚۜಔ�ͭのϝμルを֫ಘしてҎ
来、これまでに日本の水ӭਞがΦリンϐοΫで֫
ಘしたϝμルは をえます。とりわけ、近ݸ�9
年の日本ਓスイϚーたͪの活༂はօさΜもごଘ
じのことでしΐう。
そして今年、いよいよ 2�2� 年東京Φリンϐο

Ϋをܴえます。日本水ӭਞは今、「ηンλーポー
ルに日のؙをʂ」を合言༿に、ࣗ国開催のΦリン
ϐοΫで大活༂できるよう࿅習にྭΜでいま
す。બखたͪは「ӭいでいてもはฉこえる」
とޱをଗえます。ੋ非、水のਫ਼Ӷ、h水ӭニοポンʱ
のදબखたͪにいご援をお願いします。
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ಛɹू վਖ਼水ಓ๏͕ߦࢪʂ ͞ΒͳΔ҆શͳ給水装置工事ͷ࣮ݱ

վਖ਼ͷഎܠɾझࢫ

指定給水装置工事事業者制度（ҎԼ、指定事
業者制度）は、ฏ成 �年の水道法改正により導
入され、全国一の指定基準を設定しくށ
が開かれたことにより、指定のが大෯に૿加
した。しかし、新規の指定にͭいてのみ定めら
れ、かͭ指定の有効期間もないため、ഇٳ・ࢭ
ࠔ等の状況がөされにくく、実ଶのѲがࢭ
な状況となっていた。
そのため、ॴࡏ確認が取れない指定給水装置
工事事業者（ҎԼ、指定事業者）のଘࡏ等、実
ଶとのဃが生じていたほか、ແಧ工事や不ྑ
工事が発生していたことから、指定事業者制度
の改ળをਤり、指定事業者の࣭ࢿがܧ続してอ
されるよう、法改正により࣋ 5年間の更新制を
導入することとした。
改正水道法は、令和元年 1�月 1日に施行され、
更新制がスλーτを切ったとこΖで͋る。施行
に当たるཹҙ等にͭいて、令和元年 �月 2� 日
け水道՝長໊で水道事業者等Ѽてに௨した
とこΖで͋る。本ߘは当௨の内容をத৺に制
度の概要を述る。

վਖ਼ͷ֓ཁ

（1）指定ͷ༗ޮؒظ
全国一で 5年間としており、地ํެ共団ମ

のྫや規ଇにおいて有効期間のԆ長または
ॖはできない。改正水道法及び令（事務ฏ準
Խのׂりৼり）により規定した指定の有効期間
はද �のとおりで͋る。
新ਃߋ（2）
水道事業者は、有効期間内における指定事業

者からの更新の申請時期にͭいてࣗらのӡ༻に
おいて合理తなൣғ内で設定することができる
こととした（ྫɿฏ成 25 年 � 月 1 日ʙ令和元年

9月 �� 日に指定を受けた者の申請時期は、令和
�年度の申請が必ਢではなく令和 5年度等、有
効期間内で設定可能）。
また、水道事業者においては、更新の申請事

務に当たり、指定事業者がेに時間త༨༟を
もって申請ॻの準備を行うことができるよう配
ྀが必要で͋る。
なお、指定事業者から更新の申請が͋った

合に、指定の有効期間のຬྃの日までにその申
請に対するܾ定がされないときは、従前の指定
は、指定の有効期間のຬྃ後もそのܾ定がなさ
れるまでの間は、なおその効力を有する。その
合、指定の更新がされたときは、その指定の
有効期間は、従前の指定の有効期間のຬྃの日
のཌ日からࢉىする。
（ྫɿ有効期間 1 年の合、令和 2 年 9 月 25
日に更新申請を行い、1� 月 5 日に更新ܾ定がさ
れたࡍでも、有効期間は令和 2年 9月 �� 日から
令和 �年 9月 29 日となる。）
४ج新ͷߋ（3）
更新の基準は指定基準と同様とし、給水装置

工事主任技術者のબ任、機ցث۩のอ有、欠֨
要݅の非֘当を基準߲としている。

ްੜ࿑ಇল�ҩༀɾੜ׆Ӵੜہ�水道՝
՝ิࠤɹେԳɹ৴ߦ

水道法վਖ਼ʹ͏ࢦఆ工事ళ੍の
͍ͯͭʹ৽੍のಋೖߋ

表1　改ਖ਼水道法ٴͼ令ʹΑΓن定ͨ͠指定ͷ༗ޮؒظ
指定を受けた年月日 有効期間
ฏ成1�年 û 月 ø 日ʙ
ฏ成11年 3 月�1日

ø 年
（令和 ù年 Ā月29日）

ฏ成11年 û 月 ø 日ʙ
ฏ成15年 3 月�1日

ù 年
（令和 3年 Ā月29日）

ฏ成15年 û 月 ø 日ʙ
ฏ成19年 3 月�1日

3 年
（令和 û年 Ā月29日）

ฏ成19年 û 月 ø 日ʙ
ฏ成25年 3 月�1日

û 年
（令和 ü年 Ā月29日）

ฏ成25年 û 月 ø 日ʙ
令和元年 Ā月��日

ü 年
（令和 ý年 Ā月29日）

（ɹ）内は有効期間のຬྃ日
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（�）指定ߋ新ͷެࣔ
指定の更新をしたときは、ެใ等（水道事業
者等のϗームϖーδ等も可）により、なく
そのࢫを一ൠにपさせるા置をとらなければ
ならない。

߲ࣄ͍͠·ೝ͢Δ͜ͱ͕֬ʹ࣌৽ߋ

指定事業者によるҧ行ҝ等がଟใࠂされ
ている現状にؑみ、指定事業者の࣭ࢿ上はॏ
要な՝題で͋る。厚生労働省は従前から水道事
業者等に対し、ᶃ指定事業者に対する定期తな
講習・研修の実施、ᶄ給水工事主任技術者等の
研修の機会を適切に確อするための助言や指
導、ᶅध要者の指定事業者に関するใఏڙ、
ᶆ必要な技能を有する配管技能者を確อするた
めの指定事業者に対する助言や指導等――に
めるよう要請を行ってきた。
今ൠの改正で、更新申請時に指定事業者の状
況を確認することが可能となることから、水道
事業者におかれては、ҎԼにͭいて確認し、そ
の確認結果によっては、指定事業者に対し、ӡ
Ӧ基準に基づく適切な事業ӡӦ、講習会の受講
や技能を有する者を従事または配置するよう助
言及び指導にめるようґཔした。
（1）指定給水装置工事事業者ͷߨश会ͷड࣮ߨ
水道事業者等が開催する指定事業者を対と
した講習会の受講実績にͭいて確認。
（2）指定給水装置工事事業者ͷ業務༰
水道ར༻者にఏڙする指定事業者に関する
ใのॆ実をਤり水道ར༻者のརศੑの上をਤ
るとともに、給水装置工事に係るτラブルを
から、指定事業者の業務内容にͭい؍するࢭ
て確認。
確認内容は、ҎԼの事߲がڍげられる。
（ᾜ）�Ӧ業時間等ɿӦ業時間、修સ対応時間、

業日ٳ
（ᾝ）�࿙水修સ等ɿ内給水装置の࿙水修સ、

ຒ設部の࿙水修સ等
（ᾞ）�対応工事等ɿ配水管ذ部から水道ϝー

λーまでの新設・改工事、水道ϝー
λーから内給水装置までの新設・改
工事

（3）�給水装置工事主任技術者等ͷ研修会ͷडߨ
ঢ়گ

֎部機関による研修（（ެ財）給水工事技術ৼ
財団によるڵ eラーニング及び現地研修会）、事
業ॴ内܇࿅等によるࣗ社内研修等の受講実績に
ͭいて確認。技術力の確อにࢿする内容（࠷新
の技術ใ、事ނ事ྫと対ࡦ技術、ҡ࣋管理等
をؚΉ）で͋ることも確認。

（�）�దʹ࡞業Λ͜͏ߦͱ͕Ͱ͖Δ技能Λ༗͢
Δ者ͷै事ঢ়گ

配水管からذして給水管を設ける工事等を
施行する合において、適切に作業を行うこと
ができる技能を有する者を従事またはಜさせ
ているかを確認。
この「適切に作業を行うことができる技能を

有する者」としては、۩ମతには、ҎԼの֨ࢿ
等が定されるが、いͣれも、水ખの取け、
配水管のせΜ、給水管の合等のܦ験を有し
ている必要が͋る。
・水道事業者等によって行われた試験や講習に
より、֨ࢿを༩えられた配管工（配管技能者、
そのଞྨࣅの໊শのものをؚΉ）

・৬業能力開発ଅ進法（ত和 �� 年法ୈ �� 号）
ୈ �� に規定する配管技能࢜

・৬業能力開発ଅ進法ୈ 2�に規定する道
の配管Պのߍ࿅܇事の認定を受けた৬業ݝ
՝ఔの修ྃ者

・（ެ財）給水工事技術ৼڵ財団が実施する配管
技能に係る検定会の合֨者

また、水道事業者においては、技能を有する
者のஅを؍٬తに行うため、ઌにྫࣔしたࢿ
֨等をڙ給規ఔまたは指定事業者に関する規ఔ
に明ࣔする等のํࡦも検౼するようґཔした。

水ಓར༻ऀͷࢦఆऀۀࣄʹؔ͢Δใͷఏڙ

水道事業者は、更新時に確認したใを活༻
し、指定事業者の業務内容をはじめとした水道
ར༻者が指定事業者をબするࡍに有༻となる
ようなใにͭいて、定期తなఏڙにめるよ
うґཔした。

͓ΘΓʹ

当制度の導入により、指定事業者の実ଶが適
切にѲされるとともに、技術力のҡ・࣋上
に伴う٬ސຬ度が一ߴい水道αーϏスのఏ
。が期されるڙ
（ެ財）給水工事技術ৼڵ財団による給水装置
工事主任技術者を対とした研修のॆ実等は、
技術力のҡ・࣋上にࢿするもので͋り、その
取り組みにਂँしたい。
施行後の改ળ状況等の実ଶにͭいては、厚生

労働省が毎年度実施しているӡӦ状況調査等に
より効果ଌ定を行い、検証を進める予定で͋る。
関係者のօさまにおかれては、今ൠの更新制

導入のझࢫをेご理解の上、制度の円滑な導
入にご協力いただくようお願い申し上げる。
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水ಓ๏վਖ਼ʹΑΔࢦఆڅ水ஔۀࣄࣄ
ऀ੍ͷߋ৽੍ͷಋೖ
ฏ成 �年の水道法改正により設された指定
給水装置工事事業者制度（ҎԼ、「指定工事事業
者制度」という。）にͭいては、制度設からす
でに 2� 年がܦաしている。給水装置工事に関し
て、指定した指定給水装置工事事業者（ҎԼ、「指
定工事事業者」という。）のॴࡏ確認が取れない、
ແಧ工事や不ྑ工事といった一部の指定工事事
業者に係るτラブルがґવとして発生している。
こうした状況Լにおいて、「ฏ成 2� 年度指定給
水装置工事事業者制度に係る検౼会」が設置さ
れ、現行の指定工事事業者制度の題、՝題
等の実ଶを۩ମతにѲ・ධՁし、その結果を
基に今後の指定工事事業者制度にͭいての՝題
解ܾのํੑや対ࡦҊにͭいて検౼された。
検౼の結果、工事を適正に行うための࣭ࢿの
อ࣋や実ଶとのဃのࢭをతとして指定工
事事業者制度の更新制の導入がఏҊされ、今
ൠの水道法改正により、指定工事事業者制度に
ͭいて 5年の更新制が導入された。
これを受け、日本水道協会では、水道事業者

や指定工事事業者等、水道関係者にけた֤छ
のࢿྉを作成した。

৽੍ಋೖʹ͓͚ΔΨΠυϥΠϯߋఆͷࢦ

指定工事事業者制度に更新制が導入されるに当
たり、֤水道事業者が実施するྫ改正や予ࢉા
置の検౼、更新制導入後のӡ༻ํ法等、֤作業を
行うためのࢿྉとして「指定給水装置工事事業者
制度の指定の更新制導入におけるΨイυライン
（ҎԼ、「Ψイυライン」という。）」を作成した。
Ψイυラインの作成に当たっては、厚生労働省

との協ٞや、本協会で設置している指定給水装置
工事事業者制度のӡ༻等における専委員会に
て更新制導入に関し、நग़された՝題を理した。
Ψイυラインでは、改正法で新設された法ୈ

25 の � の 2（指定の更新）やطଘの指定工事
事業者の更新に係わるܦաા置を定めた改正法
ෟଇୈ �のほか、令や௨等の内容を解説
している。ྫえば、更新のฏ準Խをਤるため、
指定の有効期間は「令で定める期間」と「水
道法ෟଇୈ �で定める期間」のそれͧれの内
容から定められているが、法令等だけでは理解

ެӹ社ஂ๏ਓ日本水道ڠ会ç෦
ٕज़՝ç୲՝ɹਯɹ

৽੍のಋೖʹ͏ߋ
ຊ水道ڠձのରԠ

ਤ 1　ΨΠυϥΠンͷࡌه༰ྫ（指定ͷ༗ޮؒظͷํ͑ߟ）
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がしいことから、これらの内容を理して説
明を加えた（ਤ �をࢀর）。
また、更新時における主な確認事߲にͭいて
も、厚生労働省水道՝長௨の内容を理し、
۩ମతな確認事߲を記載した。確認時に、水道
事業者が実施する講習会のະ受講等が確認され
た合の対応や、確認した内容のެද等の取り
ѻいにͭいても記載している。
このଞ、水道事業者が効తに更新制導入の準
備や更新ख続きを実施できるように理したため、
本Ψイυラインが活༻されることに期している。

मςΩετ2019ݚऀۀࣄࣄ水ஔڅఆࢦ

指定給水装置工事事業者研修テΩスτ（ҎԼ、
「研修テΩスτ」という。）は水道事業者が行う
講習・研修のࡍにར༻されるように作成したも
ので、これまでに講習会等において本研修テΩ
スτがく活༻されている。研修テΩスτ 2�1�
の発ץから �年がܦաしたことに加え、水道法
の一部改正など、新たな行ใや技術ใな
どがੵしていること、及びおおΉͶ �年に 1
回の講習・研修を実施している水道事業者から
テΩスτ改訂の要が͋り「指定給水装置工事
事業者研修テΩスτ 2�19」を発ץした。
今回の改訂では、令和元年 1� 月 1 日に施行と

なった改正水道法から、指定の更新制に関する
内容を本編にөした。そのதで、指定工事事
業者に対し、指定の更新制において特に理解を
ಘる必要が͋る指定の有効期間と更新ख続きに
ͭいては、特集記事として一ͭにまとめている。

特集では、水道事業者が説明しやすいようྫや
ਤ解を入れ、法令との関࿈ੑがかりやすいよ
うผཝを設け解説を加えている（ਤ �をࢀর）。

2019ࢦཧ࣋水༻۩ͷҡڅ

「給水༻۩のҡ࣋管理指針」は、厚生労働省か
らの委ୗ事業により、水のྲྀٯによる水࣭Ԛછが
ະવにࢭされるよう、給水༻۩が適正にҡ࣋管
理されることをతに、給水༻۩の者、指定
給水装置工事事業者等のそれͧれのׂを明確
に理し、給水༻۩の定期検や取りସえ、ध要
者に対するใఏڙ、ҡ࣋管理の組みやํ法、
認証制度等のましい͋りํにͭいてまとめたも
のとしてฏ成 1�年 �月に発ץされている。
同指針は、ฏ成1�年の発ץҎ来、省令の改正や
厚生労働省水道՝長௨等が施行されたࡍに一部
修正は実施されているが、ൈ本తな改訂は実施され
ていない。このことから、改正水道法を౿まえ全ମ
తに見直しをするため、「給水༻۩のҡ࣋管理指針
改訂専委員会」を設置し、委員会において࠷新
のใを取りࠐΉなどの৹ٞをܦて改訂にࢸった。

ͷలޙࠓ

1� 月に改正水道法が施行され指定の更新制が
導入された。これまでは更新制の内容や更新制
導入に伴い定される՝題の対ࡦҊをఏࣔし
てきたが、更新制を導入してӡ༻するதで新た
な՝題に直໘することが定されるため、本協
会としても今後の動にࢹしͭͭ、ใのऩ
集と発৴にめたい。

ਤ 2　研修テΩετͷࡌه༰ྫ
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ٕज़ऀͷཆʹݙߩ

（ެ財）給水工事技術ৼڵ財団は設ཱҎ来の
2� 年にわたり、ฏ成 �年 � 月の改正水道法に
より設された新たな国家֨ࢿで͋る「給水装
置工事主任技術者」（ҎԼ「主任技術者」という。）
に係る指定試験機関として、水道法に基づく主
任技術者の国家試験を毎年実施すると同時に、
給水装置工事に関する技術者・技能者の養成や
技術の調査研究・開発などを行ってきた。
ฏ成 11 年 � 月からは、水道法施行規ଇୈ ��

ୈ 2号で定められた「配水管から水道ϝーλー
までの給水装置工事にͭいて、適切に作業を行
うことができる技能を有する者」を養成するた
め、給水装置工事配管技能者講習会を開始した。
ฏ成 2� 年度には実技՝ఔでの定の֨ݫԽやํ

法の統一Խ、学՝՝ఔでの習ख़度ߟ査を導入す
るなど、講習会の見直しをਤり໊শも「検定会」
と改めてฏ成 2� 年 �月より実施している。ฏ成
11ʙ�� 年度までの間で、ྦྷܭで 55� 回の講習会・
検定会を開催して�ສ�19�ਓが受験し、�ສ12��
ਓが合֨している（ਤ �をࢀর）。
また、ฏ成 �年に改正水道法が施行されてか

ら 1� 年後の検౼により、改ળを要する՝題の一
ͭに主任技術者に対する研修の実施が掲げられ
たことを受け、主任技術者に対して給水装置工
事を取りרく࠷新の技術ใをಘる機会をఏڙ
するため、新しい機ث・工法、事ނ事ྫとその
対ࡦと՝題などを内容とした「eラーニングシス
テム研修」を開発し、ฏ成 22 年から研修を行っ
ている。この研修は、インλーωοτに続さ
れたύιίンをってࣗで研修を行うもので

ެӹஂࡒ๏ਓڅ水ٕࣄज़ৼஂࡒڵ
෦ɹീᖒɹमڭ

給水装置工事ओٕज़ऀݚमの
աͱ৽ͨͳల։ܦ

ਤ 1　検定会ड検者・合格者・合格・開࠵回ͷਪҠ
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͋る。研修Պごとに学習成果試験が͋り、全
てのՊで合֨（正解 ���Ҏ上）すると研修
を修ྃしたことになり、技術者証の申ࠐみをر
した受講者には修ྃを明記した給水装置工事
主任技術者証（ҎԼ「技術者証」という。）を発
行する。また、不合֨の合は、そのষを࠶学
習していただき、࠶度試験を受けることができ
る。これまでに 5��� ਓ（ฏ成 �1年 �月 �1日現
。（রࢀਤ�を）のํに受講していただいている（ࡏ

੍վਖ਼Λػʹ৽ͨͳݚम

令和元年 1� 月 1日に改正水道法が施行され、
指定給水装置工事事業者の 5年更新制度が導入
された。それに伴って更新時に、その工事事業者
がબ任した主任技術者が、࠷新の技術や制度を習
ಘするための研修にࢀ加したかどうかにͭいて、
水道事業者から確認がٻめられることになった。
また、ฏ成 �� 年 12 月 � 日、ٞࢀӃ厚生労働

委員会での改正水道法Ҋの৹ٞのաఔで、「
は、本法の施行に当たり、主任技術者、配管工
事にܞわる者の技術・技能のҡ・࣋上をਤる
ための研修のॆ実等を௨じて指定工事事業者の
࣭の上をਤることにͭいて適切なા置を講ͣ
るきで͋る」ࢫのෟଳܾٞがなされた。
当財団では、これまでも主任技術者を対とし
た eラーニングシステム研修を行うと同時に、e
ラーニングテΩスτ及び学習成果試験題を毎年
更新することによる研修のॆ実、研修機会の確
อをਤってきたが、こうした制度改正等に対応し
て、令和元年 �月からこれまで発行してきた技術
者証の有効期間を 5年とするとともに、技術者証
の更新にࡍして、主任技術者に受講していただく
全国統一తな新たなeラーニング研修および現地
研修会を開始した（ࢿྉ �をࢀর）。なお、現地
研修会にͭいては、全国管工事業協同組合࿈合
会と協力し、同࿈合会の֤道ݝ支部から研

修会を開催したいとの申し入れが͋れば協ٞの
上、準備がった地Ҭからॱ次開催している。

౼ݕम༰ΛݚձͰ౼ݕ

主任技術者に対する新たな eラーニング研修
及び現地研修会の内容にͭいては、令和元年 �
月 2� 日け、厚生労働省ҩༀ・生活Ӵ生ہ水道
՝長௨でࣔされた事߲を基本に、さらに当財
団内に関係団ମを委員とする「給水装置工事主
任技術者の技術のҡ・࣋上のための講習に関
する検౼会」を設置してఏҊされた主任技術者
として習ಘしておくことがましい߲を加
し、Լ記のとおりとしている。
（1）水道法
水道法のత、改正水道法の概要等にͭいて

（2）給水装置工事主任技術者の৬務とׂ
指定給水装置工事事業者制度、主任技術者の

ׂ等にͭいて
（�）給水装置のߏ及び࣭ࡐ
給水装置のߏ及び࣭ࡐの基準概要、給水管

ྉࢿ 1　�ʮ改ਖ਼水道法ʹ͏給水装置工事主任技術者研
修ʯポεター

ਤ 2　FϥーχンάγεテϜ研修ͷ年度ผΞクセε
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及び給水༻۩のੑ能基準、給水装
置のシステム基準等にͭいて
（�）�給水装置の事ނ事ྫと対ࡦ技

術
ΫϩスίωΫシϣン等・ذޡ
の事ނ事ྫ、事ނ対応や࠶発ࢭ
にͭいて
（5）�給水装置工事におけるཹҙ事

߲
給水管の取ग़し・合等のཹҙ
事߲、道࿏۷工事での事ނࢭ、
҆全管理等にͭいて
（�）給水装置のҡ࣋管理
給水装置のނো・ҟ常のݪҼと
修સ工事法等にͭいて
（�）�給水装置及び給水装置工事法

に関する࠷新の技術ใ
スϚーτ水道ϝーλー、東日本
大災給水装置ඃ害状況調査ใࠂ
等にͭいて

ओٕज़ऀূࣄ水ஔڅ
ͷൃߦ
当財団では、工事申請時や工事
現等で主任技術者֨ࢿの証明を
められた合にఏࣔできるよٻ
う、主任技術者の֨ࢿを有するํ
（厚生労働大ਉからަされた主
任技術者໔状をおͪ࣋のํ）のر
により、ࣸإਅ入りでΧーυλ
イプの「技術者証」を発行してい
る。令和元年 1� 月の改正水道法
の施行により、指定給水装置工事
事業者の 5年更新制度が導入され
たことに伴い、技術者証の有効期ݶも 5年とし、
新たな eラーニング研修及び現地研修会の修ྃ
者に発行することとした。
この技術者証には、主任技術者໔状のใの
ほか、研修受講ใとして、研修໊、受講修ྃ
年月日、有効期ݶを記載し、またر者にはॴ
ଐ会社໊もදࣔする。技術者証の様は次のと
おりで、作成खྉは従来どおり 1 ຕ ���� 円
で͋る。

मίʔεͷબݚ

研修ίース及び技術者証の作成にͭいては、

ྉࢿ �のϑϩーਤに基づき、ίースのબをお
願いしたい。
研修のॴ要時間にͭいては、eラーニング研

修はݸਓࠩが͋るがおおよそ �ʙ �時間ఔ度（్
தでதஅが可能）、現地研修会では日（正ຯ �
時間）を見ࠐΜでいる。
主任技術者のօさまにおかれては、ੋ非、࠷

新の関࿈制度の改正ใや、給水装置とその適
正な工事に必要なࣝ等を習ಘできる eラーニ
ング研修、現地研修会をご活༻くださるようお
願いしたい。

ྉࢿ 2　研修ίーεͷબ
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վਖ਼水ಓ๏͕ߦࢪʂ ͞ΒͳΔ҆શͳ給水装置工事ͷ࣮ݱಛɹू

改正水道法の施行に伴う給水装置工事主任技
術者研修（現地研修会）が 12 月 1� 日、東京・
坂の東京管工事会ؗ大会ٞࣨで開かれた。
主催は（ެ財）給水工事技術ৼڵ財団、共催は
全国管工事業協同組合࿈合会、東京管工事業
協同組合࿈合会、後援は（ެ社）日本水道協会。
ଟຎ管工事協同組合࿈合会のӎః༤専務理ࡾ
事が 2時間にわたり講ٛした後、学習成果試
験とその解説を実施。すての受講者に同財団
の୲当者から修ྃ証ॻが授༩された。ޕ前とޕ
後に 1回ͣͭ開催、合ܭで �� ਓが受講した。
಄、主催者をදして同財団のീᖒ修教

務部長がѫࡰにཱͪ、「1� 月に施行された改正
水道法により、指定給水装置工事事業者の指定
の更新制が導入された。それに伴い、更新申請
のࡍに確認することがましい �ͭの事߲が厚
生労働省よりࣔされており、そのうͪの一ͭに、
更新時にબ任される主任技術者の研修会の受講
状況がڍげられている。そこで、全管࿈の協力
をಘて、主任技術者にٻめられる施工技術等の
習ಘを行うための研修会を開催することとなっ
た。本日は主任技術者が習ಘすき �ͭの߲
にͭいて講ٛする。本研修を主任技術者として
技術・技能のҡ・࣋上に活かしていただきた
い」とݺびかけた。

共催者をදしてѫࡰした東京管工事業協
同組合࿈合会の࡚ٶจ༤会長は「研修修ྃ後に
は学習成果試験が͋るが、研修の合൱定では
なく、習ಘできなかったՕॴの理解をଅすもの。
本研修でಘた内容が主任技術者の࣭ࢿの上に
ͭながり、օさまの今後の業務に活༻されるよ
うف೦している」などと述た。
講ࢣを務めたӎ専務理事は、同財団が作成

した研修テΩスτと研修༻のύϫʵポインτを活
༻し、東京水道ہの事ྫをަえͭͭ、දの߲

株式会社日本水道新聞社

ϧϙɾ৽ͨͳ給水装置工事
ओٕज़ऀݚमのࠓ

ീ澤෦ 宮࡚会

前ͷ෦ޕ ��人͕डߨ

ֶशՌ試験ʹྟΉडߨ者
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にͭいて講ٛ。ऴྃ後には 1�の˓ʷܗ式の学
習成果試験を実施。講ٛは実務తな内容だけで
はなく、改正水道法や給水装置に係る省令の内
容、֤छ規定などの基本తな事߲もଟくؚまれて
いることも͋り、ޕ前の部では、ほとΜどの受講
者が �ׂҎ上正解
したが、全正解
者は 2ׂにࢭま
るなど、有効な研
修機会をఏڙした
と言えそうだ。
すてのΧリ
Ωϡラムऴྃ後に
は、同財団の୲当
者が修ྃ証ॻを授
༩した。更新申請
のࡍに修ྃ証ॻを
水道事業者にఏग़

することで、確認することがましい事߲に対
応できる。
なお、現地研修会は現状、ಢݝಢࢢ・Ӊ

ࢢٶ・大ాࢢݪ、長ݝ長ݝۄ࡛、ࢢさい
たまࢢ、ҵݝӜࢢ・水ࢢށ、京京ࢢ
の �・ݝ5 会での開催がܾまっており、今後
も֤地での開催が見ࠐまれている。

શडߨ者ʹ修ྃূॻΛत༩

øɽ水道法
ᶃ水道法のతᶄ水道法改正のഎܠᶅ水道
法改正の概要ᶆ指定給水装置工事事業者制度
の概要ᶇ指定の更新に͋わせて確認すること
がましい事߲
ù ɽ給水装置工事主任技術者ͷ職務ͱׂ
ᶃ指定給水装置工事事業者制度ᶄ事業の基

準ᶅ給水装置工事主任技術者の৬務とׂᶆ
給水装置工事主任技術者໔状のฦೲᶇ指定給
水装置工事事業者が行う事ނࢭ対ࡦ
ú ɽ給水装置工事ͷ構ٴͼରࡦ
ᶃ給水装置のߏ及び࣭ࡐᶄ水道法におけ
る「給水装置のߏ及び࣭ࡐ」の規定�ᶅߏ
（の基準࣭ࡐ及びߏ給水装置の）基準࣭ࡐ
ᶆ基準省令（給水装置のߏ及び࣭ࡐの基準
に関する省令）ᶇ給水管及び給水༻۩に適༻
されるੑ能基準ᶈ給水装置のシステム基準ᶉ
給水装置༻ࡐྉの認証制度
û ɽ給水装置ͷ事ނ事ྫͱରࡦ
ᶃޡذ続ᶄΫϩスίωΫシϣンᶅΥ

ʵλϋンϚᶆαンυブラスτ現�ᶇ配管工事
に関わる事ނᶈ合成थࢷ管と有機༹ࡎ
ü ɽ給水装置工事ʹ͓͚Δཹҙ事߲
ᶃ給水管の取ग़しにおけるཹҙ事߲ᶄ主な

給水管の特ᶅ給水管の合ᶆ水道ϝーλー
ᶇ৯工ᶈ家の主配管のཹҙ事߲ᶉਤ໘の
作成ᶊ道࿏の概ᶋ道࿏上における給水装置
工事ᶌ҆全管理ᶍ検査
ý ɽ給水装置ͷҡ࣋管理
ᶃ給水装置のҡ࣋管理ᶄ水道ϝʵλʵから

給水༻۩に関わる対ࡦᶅ給水装置の҆全
ੑ確อᶆ給水装置のౚ結ࢭ対ࡦᶇ給水装置
ਤ໘の管理
þ �ɽ給水装置ٴͼ給水装置工事法ʹ関͢Δ࠷
新ͷ技術ใ
ᶃスϚʵτ水道ϝʵλʵの期と導入に

本地۽けた取り組みᶄ東日本大災及び
給水装置ඃ害状況調査ใࠂᶅ直結給水におけ
るྲྀٯࢭシステム設置のΨイυラインとそ
の解説

表　研修ͷ༰

修ྃূॻͷαンϓϧ
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ʤ��ʥ࠲ߨਫஔٕज़څ

1ɽ͡Ίʹ

給水装置をؚΉ建築給水システムは配水管か
ら引きࠐΜだ上水を水༻機ثの水ખにڙ給す
るׂを୲っている。その設ܭにおいては、水
に応じて給水ྲྀྔが適切にు水されるこ༺
と、ు水がԚછされていないことを基本݅と
している。給水を水ખまでൖૹし、ు水するに
はѹ力を必要とする。そのѹ力は建では
配水管の水ѹをそのままར༻できるが、த・ߴ
建では給水ポンプにཔることになる。
水༻における給水ྲྀྔはม動する。ྫえば

大ศثચড়หのు水はॠ時に大ྲྀྔになる。定
速ポンプは給水ྲྀྔม動にਵできないので、
༺置水૧にஷ水してॏ力で給水するํ法が適ߴ
された。このߴ置水૧ํ式がわが国のதߴ建
の給水システムの基本తな給水ํ式となった。
ѹหにݮ置水૧を設けにくいখ規模建にはߴ
よりుग़ѹ力を一定にする定速ポンプを༻いた
ポンプ直ૹํ式（ҎԼ、直ૹํ式）が࠾༻された。

さらに定速ポンプのฒྻӡస、可ม速ポンプに
よりத大規模建も࠾༻されるようになった。
199� 年後にインバーλを༻いた可ม速ポン
プ（ҎԼ、インバーλポンプ）がొした。
一ํ、集合ॅのஷ水૧（受水૧、ߴ置水૧）

のӴ生管理の不పఈによる水࣭のۤがࡏݦԽ
した。その改ળࡦとしてஷ水૧のない、インバー
λポンプを༻いた直結૿ѹํ式（ҎԼ、૿ѹํ
式）が 1995（ฏ成 �）年から認可され、ී及が
進Μでいる。
給水システムのण໋は建にൺていので

改修が必ਢとなる。改修では、ߴ置水૧または
受水૧をఫڈした給水ํ式が適༻されている。
これらの給水ํ式のバリΤーシϣンは給水ポン
プのੑ能（特にॠ時給水ෛՙ対応）の上がも
たらしたと言える。

2ɽڅ水ํࣜ

現ࡏ༻いられている給水ํ式は直結ํ式と受
水૧ํ式（ஷ水૧ํ式ともいう）に大ผされ、

給水γεςϜͱ給水ϙϯϓ

坂上恭助（明治大学）、岡内繁和（鹿島建設）

ୈ � ճɹ給水ํࣜͱ給水ෛՙ

ຊ࠲ߨʮ給水γεςϜと給水ϙϯϓʯについて�回γϦʔζͰ֓説するɻୈ�回ʮ給水
ํࣜと給水ෛՙʯɺୈ�回ʮ給水ϙϯϓのछྨと੍ޚʯɺୈ�回ʮ給水γεςϜのলిੑ
とෆ۩合事ྫʯについてड़るɻ
今回ɺड水૧ํࣜのվमをؚめた給水ํࣜのಛをհするととにɺ給水ෛՙࢉఆとলి
ੑධՁについて֓説するɻ
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ਤ �にࣔすような֤छのํ式が͋る。直結ํ式
には直ѹํ式（ਤ �）と૿ѹํ式（ਤ �）が͋る。
૿ѹํ式は 1�֊規模までで͋ったが、近年、東
京とԣݹ໊、ࢢࢢではෳの૿ѹポンプ
を直ྻに༻いるଟஈ૿ѹํ式（ਤ �）や大きな
続ܘޱが認められ、ߴ建（15֊ఔ度Ҏ上）
にも適༻されるようになった。またߴ置水૧ํ式
の改修として、受水૧をఫڈしてߴ置水૧はଘ
置する૿ѹߴ置水૧ํ式（ਤ 5）、受水૧とߴ置
水૧をఫڈして給水配管はଘ置する૿ѹԼき
ํ式が͋る（ਤ �）。受水૧ํ式はߴ置水૧ํ式
（ਤ �）とポンプ直ૹํ式（ҎԼ、直ૹํ式）（ਤ �）
が一ൠతで͋る。ߴ建ではԼ֊がߴѹ
になるので1�֊ごとにκーニングが行われる。
上ݶ水ѹ（֊ߴに 1� ֊をじた水಄）はॅ・
ϗテルでは ���.1B、事務Ϗルでは ��5.1B とさ
れている。上ݶ水ѹҎ内になるように、ݮѹห

やத間水૧が設けられる。த間水૧を設けたߴ
置水૧ํ式にはฒྻܕ（ਤ �）、ଟஈܕ（ਤ �0）
が͋り、࠾༻ྫはগないがฒྻམԼܕ（ਤ ��）
も͋る。ฒྻܕは受水૧から֤த間水૧・ߴ置
水૧に༲水する。ଟஈܕはத間水૧から加ѹポ
ンプにより上֊のத間水૧・ߴ置水૧に༲水す
る。ฒྻམԼܕはߴ置水૧から֤த間水૧に給
水する。直ૹํ式ではฒྻܕ（ਤ ��）またはݮ
ѹหが適༻される。またߴ置水૧ํ式の改修と
して、ߴ置水૧をఫڈして給水配管はଘ置する
直ૹԼきํ式（ਤ ��）が͋る。ଞにѹ力水૧
ํ式（ѹ力λンΫํ式ともいう）（ਤ ��）がத
建に༻いられる。
給水ポンプは、૿ѹํ式には૿ѹポンプ、ߴ

置水૧ํ式には༲水ポンプ、直ૹํ式とѹ力λ
ンΫํ式には加ѹポンプが༻いられる。
給水ํ式のબ定にࡍしては、建の規模・༻

ਤ 1　給水ํ式

ਤ 2　ѹํ式 ਤ 3　૿ѹํ式
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ਤ �　多ஈ૿ѹํ式 ਤ 5　૿ѹ高置水૧ํ式 ਤ �　૿ѹ下ํ͖式

ਤ �　高置水૧ํ式 ਤ �　ૹํ式 ਤ �　ฒྻ高置水૧ํ式

ਤ 1�　多ஈ高置水૧ํ式 ਤ 11　ฒྻམ下高置水૧ํ式 ਤ 12　ฒྻૹํ式

ਤ 13　ૹ下ํ͖式 ਤ 1�　ѹ力水૧ํ式
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్・社会తॏ要ੑ・ੑࡁܦの؍から、அ水時
給水、ఀి時給水、水࣭ҡ࣋、給水ѹ力มԽ、
設置スϖース、建築ҙঊӨڹ、建築ߏӨڹ、
設備අ、ӡసඅ、ҡ࣋管理の要ૉが検౼される。
近年、大規模ࣗવ災害のܦ験により #$1

（#VTJOeTT�$POUJOVJUZ�1MBO、事業ܧ続ܭը）が
社会తॏ要度のߴい建にはٻめられるように
なった。#$1 からはࣗݾอ有水がॏ要になり、
அ水時・ఀి時給水が可能なஷ水૧を設ける給
水ํ式がબ定される。なお、૿ѹํ式はఀి時
にஅ水していなければ֊での給水は確อさ
れる。しかし、ஷ水૧は水࣭ҡ࣋のための定期
త検・ਗ਼が必要となる。定速ポンプを༻い
た直ૹํ式やѹ力水૧ํ式では給水ѹ力มԽが
೦される。ஷ水૧は設置スϖースが必要となݒ
り、ߴ置水૧は建築ҙঊと建築ߏにましく
ないӨڹをもたらす。設備අ、ӡసඅ、ҡ࣋管
理はஷ水૧と給水ポンプによる。

3ɽڅ水ෛՙͱڅ水ෛՙࢉఆ

給水システムのஷ水૧容ྔは日給水ྔ、給水
ポンプ能力と給水管ܘはॠ時給水ྔに基づいて
ܾ定される。ॠ時給水ྔのࢉ定法はද �にࣔす
国ަ௨省大ਉӦસ部 調和・Ӵ生ؾۭ、（1
工学会 2）、給水工事技術ৼڵ財団 �）、֤ࣗ治ମ
水道ہのํ法が༻いられている。なお、給水ྔ
は༻水ྔともいい、設ܭでは給水ෛՙという。
給水ෛՙは༻者が水༻機ثで水༻すると
発生する。
集合ॅと事務ॴϏルの給水ෛՙม動の実ଌ
ྫをࣔし、֤छの給水ෛՙࢉ定法のࢉ定結果と
ൺֱする。給水ྔはԻྲྀྔܭにより 1ඵ間
ִでܭଌした。
調査集合ॅは৺に͋り、ॅށは �2 給、ށ
水ํ式は૿ѹํ式で͋る（ද �）。2�1�（ฏ成
��）年 � 月のฏ日のܭଌ結果をਤ �5にࣔす。
集合ॅは一ൠにேと༦ํの のϐーΫにܕࢁ2
なるが、この集合ॅではேに࠷大ϐーΫが現
れているものの、༦ํҎ߱ਂにかけてϐーΫ
がܧ続している。৺で͋り、ॅܕਓがଟい
ことがਪされる。
ද �の֤ํ法による給水ෛՙࢉ定のࢉ定結果

をਤ��にࣔす。ܭଌに対して、ॅډਓ法（財

団）はほ΅同じでਓ員法とށ法は近ࣅしてい
るが、ଞのํ法は1��ʙ���ഒのա大ࢉ定となった。
調査事務ॴϏルは৺に͋り、ࣨࡏਓは

2�� ਓऑ、給水ํ式は૿ѹํ式で͋る（ද �）。
2�1�（ฏ成 2�）年 1 月のฏ日のܭଌ結果を
ਤ ��にࣔす。給水ෛՙはۈ務時間ଳにܧ続త
に発生し、2��- ʗ NJO ऑのϐーΫがස発して
いる。大ศثચড়หのચড়ྲྀྔが 1��- ʗ NJO
ఔ度で͋るので、ϐーΫは 2台の大ศثの同時
。えられるߟによると༺
ද �の֤ํ法によるࢉ定結果とܭଌをਤ ��

にࣔす。ਓ員法とث۩法はܭଌに近ࣅしてい
るが、ଞのํ法はܭଌに対して 1�9 ʙ 5�� ഒの
ա大ࢉ定となった。
実ࡍは、給水ෛՙࢉ定法のうͪ、ث۩給水ෛ

表 1　給水ෛՙࢉ定法

表 2　ௐࠪ集合ॅͷ֓ཁ

ਤ 15　ௐࠪ集合ॅͷ給水ྔมಈ
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置水૧ํ式に改修しߴ置水૧ํ式から૿ѹߴ
た集合ॅ"（৺、11 ֊、�� ߴと૿ѹ（ށ
置水૧ํ式から૿ѹԼきํ式に改修した集合
ॅ#（৺、�֊、�2 。をධՁ対とした（ށ
集合ॅ"、集合ॅ #の改修前後の給水ܥ統
をそれͧれਤ ��、ਤ �0に、給水ポンプの様
をද �にࣔす。
ଌした༲水ྔ（給水ྔ）とి力ྔおよびܭ

681$をද 5ʙද �にࣔす。֤ܭଌ期間におい
て日給水ྔのม動に伴ってి力ྔはมԽしてい
るが、681$ は҆定している。これより、
681$は給水ํ式・給水ポンプの省ిੑ能の指
標として有༻で͋るとࢥわれる。給水ํ式ผの
ฏ681ۉ$をਤ ��にࣔす。ߴ置水૧ํ式・૿
ѹߴ置水૧ํ式にൺて૿ѹԼきํ式は �ഒ
のి力をফඅしている。これは給水ポンプӡస
時間による。
ਤ ��は集合ॅ̗の改修前後のফඅి力を
ࣔしたもので͋る。改修前の૿ѹߴ置水૧ํ式
の給水ポンプӡసはߴ置水૧のஅ続తな༲水
で͋るのに対し、改修後の૿ѹԼきํ式のそ

ՙ୯Ґ法が࠷もଟ༻されている 2）。このࢉ定法
はϋンλーۂઢを༻いるํ法で、ΞϝリΧと日
本で伝統తに༻いられてきたが、ա大設ܭに
なっていることが指ఠされている。現状にଈし
たث۩給水୯Ґの修正が検౼されている �）。ա
大給水ෛՙࢉ定によって給水管ܘはαイζΞο
プしても、҆全ଆなので大きな題とはならな
い。しかし、ա大な給水ポンプはফඅి力の࿘
අをもたらす。よりਫ਼度がߴく؆ศな給水ෛՙ
。定法の改ྑ・開発がまれているࢉ

�ɽڅ水ํࣜɾڅ水ϙϯϓͷলిੑධՁ

給水ポンプのফඅి力は給水ྔによりม動す
るため、これまで給水ポンプの省ిੑ能をൺֱ
することができなかった。そこで、新たにੑ能
ධՁ指標として 1日の給水ポンプফඅి力を給
水ྔでআしたを୯Ґ給水ి力ྔ�（ҎԼ、
681$）ʦL8I�ὗʧ�をఏҊした 5）。681$を༻
いて給水ํ式・給水ポンプの省ిੑ能をධՁし
たྫをհする。

ਤ 1�　ௐࠪ集合ॅͷ給水ෛՙࢉ定݁Ռ ਤ 1�　ௐࠪ事務所Ϗϧͷ給水ྔมಈ

表 3　ௐࠪ事務所Ϗϧͷ֓ཁ

ਤ 1�　ௐࠪ事務所Ϗϧͷ給水ෛՙࢉ定݁Ռ
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ਤ 1�　集合ॅ̖ͷ改修前ޙͷ給水ܥ౷

ਤ 2�　集合ॅ̗ͷ改修前ޙͷ給水ܥ౷

表 �　給水ポンϓͷ༷

表 5　集合ॅ̖ͷ改修前ͷ༲水ྔ ŋి力ྔͱ681$

表 �　�集合ॅ #ͷ改修前ͷ༲水ྔ ŋి力ྔͱ୯Ґ給
水ి力ྔ 5）

表 �　�集合ॅ #ͷ改修ޙͷ༲水ྔ ŋి力ྔͱ୯Ґ給
水ి力ྔ 5）

ਤ 21　給水ํ式ผͷฏ681ۉ$

表 �　集合ॅ̖ͷ改修ޙͷ༲水ྔ ŋి力ྔͱ681$
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れは࿈続తな給水で͋り、ӡస時間が大きくҟ
なっていることが明らかで͋る。集合ॅ"の
改修後と集合ॅ #の改修前は同じ直結૿ѹߴ
置水૧ํ式で͋るが、681$ は集合ॅ"の
ํがएׯ大きくなっている。これは集合ॅ"
のํが � 。く、༲ఔが大きいことによるߴ֊
681$は૿ѹԼきํ式が࠷も大きく、ߴ置水
૧ํ式、૿ѹߴ置水૧ํ式のॱにখさくなって
いる。このൺֱからは૿ѹํ式は必ͣしも省ి
ੑ能が༏れているとは言えない。

5ɽ͓ΘΓʹ

૿ѹํ式がී及したことにより、受水૧ํ式
の改修をؚめて給水ํ式のバリΤーシϣンが૿
加した。それらの特をհするとともに、給
水ෛՙࢉ定と省ిੑ能ධՁを概説した。今後、
建特ੑにϑΟοτした࠷適な給水ํ式のબ
定・ੑ能ධՁ法のॆ実が期される。

Ҿ用・ߟࢀจݙ
̍）国ަ௨省大ਉӦસ部設備・ڥ՝
修、建築設備設ܭ基準、QQ��2�ôýù3、2�1�

調和・Ӵ生工学会ɿ4)"4&�4�2��ôؾۭ（̎
2��9「給ഉ水Ӵ生設備規準・同解説」、
QQ�22�ô2�2、2��9

̏）給水工事技術ৼڵ財団ɿ給水装置工事技術
指針、11�2��ô2�9、2�1�

̐）౻ଜ和、খݪ直ਓ、த島一ٛ、Ҵాே、
坂上恭助、ޫӬҖɿ給ഉ水Ӵ生設備設ܭ
ख法に関する調査研究（ୈ �ใ）ث۩給水
ෛՙ୯Ґ法の成りཱͪとւ֎設ܭ基準の動
、調和・Ӵ生工学会学術講ԋจ集ؾۭ、

ਤ 22　集合ॅ#ͷ改修前ޙͷফඅి力

QQ�9�ô9�、2�1�
̑）岡内繁和、坂上恭助、ޫޖ正ɿ給水ポンプの
省ి力ੑ能のධՁ指標に関する研究、ۭؾ調
和・Ӵ生工学会จ集、7PM���、/P�2��、
QQ�1ô�、2�19
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ಓͷ給水ஔ工事ʹ͓͚Δҙࢲ

1�　他人の私道に水道管を設置する際に生じる
問題について
ध要者がࣗݾのෑ地に水道をͻく合、ध要
者のॴ有地がެ道にຒ設されているެ共の水道
管に直続することができれば特に題は発
生しませΜが、ध要者のॴ有地だけでは設置が
不可能で、ध要者Ҏ֎のଞਓがॴ有するྡ地（本
せざるをಘない合༺道）をࢲにおいてはߘ
には題が生じる合が͋ります "）。
本来、ຽ法の૬ྡ関係1）にଐする題として

規定が͋ってしかるきとߟえられますが、ຽ法
制定当初においては現͋ࡏるようなࢢ生活ܕ
の設備を予していなかったためか、適切な対
応ࡦにͭいての直の規定が͋りませΜ "）。
そこで、ࢲ道で工事を行うࡍには、ຽ法の共
有のอଘ・管理等の解ऍが必ͣしも明確では
ないことから、ຽ法等のຽ事基本法の解ऍ適༻
は、事Ҋのݸผ۩ମతな内容に応じてࡋॴに
おいて適切にஅされることになります。
しかしながら、ੑٸۓがい間は์置され（ච
者ɹྫえば、ࢲ道のॴ有者が不明または対
者がଟଘࡏする合は管の設置や更新が行わ
れない）、ੑٸۓがߴまると法తख続をとるՋ
もなく工事をஅ行せざるをಘない（ච者ɹྫ
えば、࿙水事ނの合）というが͋るため
か、必ͣしもࡋख続が༻いられͣ、ࡋྫの
集ੵがされにくいとߟえられています #）。
特にྡ地のॴ有者に対し導管の設置の受
をٻめるいわΏる導管設置ݖにͭいては、水道
に関して直૪となったࡋߴ࠷ྫがないた
め、ྫ法理上確ཱされたݖརで͋るとまで言
えない状況に͋ります $）。

2�　私道の所有形態と給水管の設置に関連する
法令等について
ଶはさまざま͋りますが、大ܗ道のॴ有のࢲ

きくҎԼの �ͭにྨできます。
ᶃࢲ道ෑ全ମを୯ಠでॴ有しているもの（ਤ �
୯ಠॴ有ࢲ道）

ᶄࢲ道ෑ全ମをෳの者がॴ有し、ຽ法ୈ 2�9
ҎԼの共有（共同ॴ有）の規定が適༻され
るもの（ਤ �ɹ共同ॴ有ࢲܕ道）

ᶅࢲ道ෑがෳのචから成っており、ྡ地
のॴ有者等が、ࢲ道ෑの֤චをそれͧれॴ有
し、૬ޓにར༻させ͋うもの（ਤ �ɹ૬࣋ޓ

̦ɹࢲಓͰ給水ஔ工事Λ͢Δࡍʹɺधཁऀ水ಓ事͕ऀۀҙ͖͢ԿͰ͔͢ʁ

"

ਤ 1　୯独所༗ࢲ道ͷྫ

ਤ 道ͷྫࢲܕ同所༗ڞ　2

ਤ 3　૬࣋ޓ合ࢲܕ道ͷྫ
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合ࢲܕ道）

いͣれのࢲ道のॴ有ܗଶにおいても、関係す
るࢲ道ॴ有者すてからঝがಘられればྑい
のですが、ॴ有者が不明、もしくはڋઈしてい
る合に、ঝをಘることなくউखに工事を行
うことはฆ૪にͭながりかͶませΜ。
ここで、ഉ水にͭいては、Լ水道法で、ެ共

Լ水道のഉ水設備の設置をٛ務ける（Լ水
道法ୈ 1�  1 ߲）一ํ、ଞਓの地またはഉ
水設備を༻しなければԼ水をެ共Լ水道にྲྀ
入させることがࠔで͋るときは、そのଞਓの
地またはഉ水設備の༻ができるものと（Լ
水道法ୈ 11  1 ߲）規定されており、その解
ܾをਤっています %）。
しかし、水道管にͭいては、ઌにも述たと
おり明確な法の定めがなく、ࡋߴ࠷ྫもない
ことから、ࢲ道において水道管の工事を行う
合にはݸ々の事に応じて対応（合によって
はࡋ）が必要になるとࢥわれます。
それͧれのࢲ道のܗଶにおいて、給水管を設
置する合のจやݖར等がఏى "）、#）されて
いますが、͋くまでもࡋ等でࠜڌとなりうる
というだけで、このจやݖརが͋るからと
いってঝをಘͣともউखに工事を行えるとい
うことにはならないことをごཹҙください。
ᶃ୯ಠॴ有ࢲ道に関する法関係ɹɹ
・�૬ྡ関係に関する規定（ຽ法ୈ 2�9 、ୈ
21� 、ୈ 22� 等）
・Լ水道法ୈ 11 の規定
・�௨行ݖに関する規定（ຽ法ୈ 211 、ୈ
212 、ୈ 21� 等）

ᶄ�共同ॴ有ࢲܕ道に関する法関係ɹᶃに記載
したط定のほか
・�共有に関する規定（ຽ法ୈ2�9、ୈ251、
ୈ 252 等）

ᶅ�૬࣋ޓ合ࢲܕ道に関する法関係ɹᶃに記載
したط定のほか
・�௨行地ݖ2）に関する規定（ຽ法ୈ2��、
ୈ 2�� 、ୈ 2�� 等）

3�　需要者から私道内の給水装置工事を伴う給
水申込みが水道事業者に提出された場合
水道事業において、水道水は水道事業者（ࢢ
ொଜ等）が設置する配水施設（配水管）を௨り、
配水管からذして設けられる給水装置（給水
管）を௨って水のध要者にಧけられます。配水

施設を新設する工事は、水道事業者が行い、給
水装置工事は、水のध要者から申しࠐみを受け
た水道事業者または水道事業者の指定を受けた
工事業者が行います #）。
ध要者が給水装置工事を水道事業者に申ࠐΉ

するための༺に、水道事業者がଞਓの地をࡍ
ঝॻのఏग़をध要者にٻめることが͋ります。
厚生労働省の調査によれば、ฏ成 2� 年 1� 月

時で、令指定ࢢ 2� のうͪࢢ 1� でঝࢢ
ॻのఏग़をٻめており、ঝॻのఏग़がしい
合はのࢢで申ࠐਓの任において対応
するࢫを確認した上で工事の申ࠐみを受理して
いる一ํ、2ࢢにおいてはݪଇ工事の申ࠐみを
受理しない取ѻいをしていました $）。
これを受け、厚生労働省よりҎԼのような௨

が発ग़されました。

生৯水発112�ୈ ù 号
ɹɹɹɹɹɹɹɹฏ成2�年11月2�日

厚生労働省ɹҩༀ・生活Ӵ生ہ
ɹ生活Ӵ生・৯҆全部ɹ水道՝長

給水装置の設置に当たり他人の土地を使用
するための承諾書の提出及び給水義務の考
え方について

水道のध要者が給水装置の設置をするに
当たり、ଞਓの地を༻する必要が͋る
合においては、その工事の申ࠐみにࡍし
て、工事に伴うฆ૪をະવにࢭするํ法
として、水道事業者が申ࠐਓに対し、当֘
地のॴ有者からのঝॻのఏग़をٻめて
いるྫが͋るとঝしている。
このようなख続は、給水装置工事の円滑

な施行にࢿするもので͋るが、一ํで、申
されٻਓがঝॻをಘるためにۚમを要ࠐ
る、地のॴ有者と࿈བྷを取ることができ
ͣঝॻをಘることができない等の事も
生じている。
水道事業者には水道法（ত和 �2 年法ୈ

1�� 号）ୈ 15 ୈ 1߲により、「事業ܭըに
定める給水۠Ҭ内のध要者から給水ܖの
申ࠐみを受けたときは、正当な理༝がなけ
れば、これをڋΜではならない」という給
水ٛ務が՝せられており、上記のような事
において、ঝॻのఏग़がແいことが、当
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この௨にも͋るように、水道事業者は給水
ٛ務を有しており、ঝॻのఏग़がないことの
みをもって、給水装置工事の申ࠐみをڋΜでは
ならないとしています。しかし、このことと同
時に、後ஈのなおॻきにも͋るように、工事の
申ࠐみに当たり地のॴ有者と申ࠐਓが調を
行うことや、ผの工事のํ法をఏҊすることを
൱定していないことも௨されています。

4　まとめ
ここまで述てきたように、ຽ法等のルール
や学ࣝ者のҙ見、厚生労働省の௨等を૯合し
ますと、ध要者がࢲ道内に給水装置工事を行う
合は、後々のฆ૪に発లしないように、ࢲ道
のॴ有やݖར関係の確認やѲをした上でࢲ道
のॴ有者からঝをಘることを前ఏとしている
とも解ऍできます。
一ํ、水道事業者は、ࢲ道内で給水装置の工
事を伴う申しࠐみが͋った合には、前述の厚
生労働省から発ग़された௨の内容をेに理
解した上で、給水装置工事の申ࠐみを受けけ
ることがٻめられます。

5　今回の問題に関する法令条文等
ຽ法ʦ共有に関するจʧ
（ॴ有ݖの内容）
ୈ2��ɹॴ有者は、法令の制ݶ内において、
ࣗ༝にそのॴ有の༻、ऩӹ及びॲをす
るݖརを有する。

（共有の༻）
ୈ2�9ɹ֤共有者は、共有の全部にͭいて、
その࣋に応じた༻をすることができる。

（共有のม更）
ୈ251ɹ֤共有者は、ଞの共有者の同ҙをಘな
ければ、共有にม更を加えることができない。

（共有の管理）
ୈ252ɹ共有の管理に関する事߲は、前
の合をআき、֤ 共有者の࣋のՁ֨に従い、
そのաでܾする。ただし、อଘ行ҝは、
֤共有者がすることができる。

ʦ૬ྡ関係、௨行ݖに関するจʧ
（ྡ地の༻請ٻ）
ୈ2�9ɹ地のॴ有者は、ڥքຢはその近
においてোนຢは建を築しຢは修સする
ため必要なൣғ内で、ྡ地の༻を請ٻする
ことができる（後ུ）。

̎ɹ前߲の合において、ྡਓがଛ害を受けた
ときは、そのঈۚを請ٻすることができる。

（ެ道にࢸるためのଞの地の௨行ݖ）
ୈ21�ɹଞの地にғまれてެ道に௨じない
地のॴ有者は、ެ道にࢸるため、その地を
ғΜでいるଞの地を௨行することができる。
̎ɹপ、Տ、水࿏एしくはւを௨らなけれ
ばެ道にࢸることができないとき、ຢは֑が
͋って地とެ道とに著しいߴࠩが͋ると
きも、前߲と同様とする。

（ғ៴地�）௨行ݖの行ํ法）
ୈ211ɹ前の合には、௨行のॴ及びํ法
は、同の規定による௨行ݖを有する者のた
めに必要で͋り、かͭ、ଞの地のためにଛ
害が࠷もগないものをબばなければならない。
̎ɹ前の規定による௨行ݖを有する者は、必
要が͋るときは、௨࿏を開設することができる。

（ਓҝతା地に関する特ଇ）
ୈ21�ɹׂによってެ道に௨じない地が
生じたときは、その地のॴ有者は、ެ道に
るため、ଞのׂ者のॴ有地のみを௨行すࢸ
ることができる。この合においては、ঈۚ
を支うことを要しない。（後ུ）

（ഉ水のための地の௨水）
ୈ22�ɹߴ地のॴ有者は、そのߴ地がਁ水し
た合にこれをסかすため、ຢはࣗ家༻एし
くは工業༻の༨水をഉग़するため、ެの水
ྲྀຢはԼ水道にࢸるまで、地に水を௨աさ
せることができる。この合においては、
地のためにଛ害が࠷もগないॴ及びํ法を
બばなければならない。

ʦ௨行地ݖに関するจʧ
（地ݖの内容）
ୈ2��ɹ地ݖ者は、設定行ҝで定めたత
に従い、ଞਓの地をࣗݾの地のศӹにڙ
するݖརを有する。ただし、ୈࡾষୈ一અ（ॴ

֘給水ٛ務を解আする正当な理༝には当た
らないとߟえており、水道事業者は、ঝ
ॻのఏग़がないことのみをもって、給水装
置工事の申ࠐみをڋΉことのないよう、対
応をお願いしたい。
なお、工事施工に関する地のॴ有者と
の調等にͭいて申ࠐਓが一ٛతに対応す
ることを確認した上で工事の申ࠐみを受理
すること、当֘地を༻しないようผの
工事のํ法をఏҊすること等の対応にͭい
て൱定するものではない。（後ུ）
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&&

有ݖのݶք）の規定（ެのடংに関するもの
にݶる。）にҧしないものでなければなら
ない。

（地ݖの時効取ಘ）
ୈ2��ɹ地ݖは、ܧ続తに行され、かͭ、
り、時ݶ上認ࣝすることができるものにܗ֎
効によって取ಘすることができる。

（ঝ地のॴ有者の工作の設置ٛ務等）
ୈ2��ɹ設定行ҝຢは設定後のܖにより、
ঝ地のॴ有者がࣗݾのඅ༻で地ݖの行
のために工作を設け、ຢはその修સをする
ٛ務をෛ୲したときは、ঝ地のॴ有者の特
定ঝܧਓも、そのٛ務をෛ୲する。

Լ水道法
（ഉ水設備の設置等）
ୈ1�ɹެ共Լ水道のڙ༻が開始された合に
おいては、当֘ެ共Լ水道のഉ水۠Ҭ内の
地のॴ有者、༻者ຢは有者は、なく、
次の۠に従って、その地のԼ水をެ共Լ
水道にྲྀ入させるために必要なഉ水管、ഉ水
そのଞのഉ水施設（ҎԼ「ഉ水設備」といڎ
う。）を設置しなければならない。ただし、
特ผの事によりެ共Լ水道管理者のڐ可を
受けた合そのଞ令で定める合において
は、このݶりではない。

一ɹ建築のෑ地で͋る地に͋っては、当֘
建築のॴ有者

ೋɹ建築のෑ地でない地（次号に規定する
地をআく。）に͋ͭては、当֘地のॴ有者
ɹ道࿏（道࿏法（ত和ೋेࣣ年法ୈඦീेࡾ
号）による道࿏をいう。）そのଞのެ共施設（建
築をআく。）のෑ地で͋る地に͋っては、
当֘ެ共施設を管理すき者（後ུ）

（ഉ水に関する受ٛ務等）
ୈ11ɹ前ୈ一߲の規定によりഉ水設備を設
置しなければならない者は、ଞਓの地ຢは
ഉ水設備を༻しなければԼ水をެ共Լ水道
にྲྀ入させることがࠔで͋るときは、ଞਓ
の地にഉ水設備を設置し、ຢはଞਓの設置
したഉ水設備を༻することができる。この
合においては、ଞਓの地ຢはഉ水設備に
とͭて࠷もଛ害のগいॴຢはՕॴ及びํ法
をબばなければならない。

̎ɹ前߲の規定によりଞਓのഉ水設備を༻す
る者は、そのརӹを受けるׂ合に応じて、そ
の設置、改築、修સ及びҡ࣋に要するඅ༻を

ෛ୲しなければならない。
̏ɹୈ一߲の規定によりଞਓの地にഉ水設備
を設置することができる者ຢは前ୈೋ߲の
規定により当֘ഉ水設備のҡ࣋をしなければ
ならない者は、当֘ഉ水設備の設置、改築ए
しくは修સຢはҡ࣋をするためやΉをಘない
必要が͋るときは、ଞਓの地を༻するこ
とができる。この合においては、͋らかじ
めそのࢫを当֘地の有者にࠂげなければ
ならない。

̐ɹ前߲の規定によりଞਓの地を༻した者
は、当֘༻によりଞਓにଛࣦを༩えた合
においては、その者に対し、௨常生ͣきଛ
ࣦをิঈしなければならない。

6　語句の説明
 1）૬ྡ関係ɹ�ॴ有者に対して、ྡり合う者

の一定の行ҝ（地の༻、
௨行、ഉ水など）を容す
きٛ務を՝するもの &）

 2）地  ɹ�ଞਓの地（「ঝ地」という。）ݖ
をࣗݾの地（「要地」と
いう。）のศӹにڙするݖར
のことをいい、要地のศӹ
のためにଞਓの地をར༻す
ることのできるݖར #）

 �）ғ ៴ 地ɹ�（「いにΐうͪ」または「いじΐ
うͪ」と読Ή）ଞの地にғ
まれてެ道に௨じない地を
「ା地（;くΖじ）」というが、
そのା地をとりかこΉपғの
地のこと &）

7　参考文献
̖）�̓ ౻一著「ࢲ道の法題」
̗）��共有ࢲ道のอଘ・管理等に関する事ྫ研究
会「ෳの者がॴ有するࢲ道の工事におい
て必要なॴ有者の同ҙに関する研究ใࠂ
ॻ」

̘）�ୈ 192 回国会ɹ厚生労働委員会ɹୈ � 号ɹ
ฏ成 2� 年 11 月 � 日

̙）ลത編著「ࢲ道・ڥք・日রの法૬ஊ」
̚）�զ࠺ଞ著「զ࠺・有ઘίンϝンλールຽ法ɹ
૯ଇ・ݖ࠴・ݖ」

（東京水道ہ給水部給水՝）
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公 衆 衛 生 概 論

1

公 衆 衛 生 概 論

問題　1  消毒及び残留塩素に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道水中の残留塩素濃度の保持は、衛生上の措置（水道法第 22 条、水道法施行規則第

17 条）において規定されている。

⑵ 給水栓における水は、遊離残留塩素 0.1 mg/L 以上（結合残留塩素の場合は 0.4 mg/L

以上）を含まなければならない。

⑶ 水道の消毒剤として、次亜塩素酸ナトリウムのほか、液化塩素や次亜塩素酸カルシウム

が使用されている。

⑷ 残留塩素濃度の簡易測定法として、ジエチル-p-フェニレンジアミン（DPD）と反応し

て生じる青色を標準比色液と比較する方法がある。

問題　2  水道法第 4 条に規定する水質基準に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なも

のはどれか。

ア 病原生物をその許容量を超えて含まないこと。

イ シアン、水銀その他の有毒物質を含まないこと。

ウ 消毒による臭味がないこと。

エ 外観は、ほとんど無色透明であること。

ア イ ウ エ

⑴  正 誤 正 誤

⑵  誤 正 誤 正

⑶  正 誤 誤 正

⑷  誤 正 正 誤

令和元年度 
　　給水装置工事
　主任技術者試験問題
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1

公 衆 衛 生 概 論

問題　1  消毒及び残留塩素に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道水中の残留塩素濃度の保持は、衛生上の措置（水道法第 22 条、水道法施行規則第

17 条）において規定されている。

⑵ 給水栓における水は、遊離残留塩素 0.1 mg/L 以上（結合残留塩素の場合は 0.4 mg/L

以上）を含まなければならない。

⑶ 水道の消毒剤として、次亜塩素酸ナトリウムのほか、液化塩素や次亜塩素酸カルシウム

が使用されている。

⑷ 残留塩素濃度の簡易測定法として、ジエチル-p-フェニレンジアミン（DPD）と反応し

て生じる青色を標準比色液と比較する方法がある。

問題　2  水道法第 4 条に規定する水質基準に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なも

のはどれか。

ア 病原生物をその許容量を超えて含まないこと。

イ シアン、水銀その他の有毒物質を含まないこと。

ウ 消毒による臭味がないこと。

エ 外観は、ほとんど無色透明であること。

ア イ ウ エ

⑴  正 誤 正 誤

⑵  誤 正 誤 正

⑶  正 誤 誤 正

⑷  誤 正 正 誤

2

問題　3  平成 8 年 6 月埼玉県越生町において、水道水が直接の感染経路となる集団感染が発生し、

約 8,800 人が下痢等の症状を訴えた。この主たる原因として、次のうち、適当なものはど

れか。

⑴ 病原性大腸菌Ｏ
オー

157

⑵ 赤痢菌

⑶ クリプトスポリジウム

⑷ ノロウイルス
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水 道 行 政

3

水 道 行 政

問題　4  簡易専用水道の管理に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのうち、適

当なものはどれか。

簡易専用水道の ア は、水道法施行規則第 55 条に定める基準に従い、その水道を

管理しなければならない。この基準として、 イ の掃除を ウ 以内ごとに 1 回

定期に行うこと、 イ の点検など、水が汚染されるのを防止するために必要な措置を

講じることが定められている。

簡易専用水道の ア は、 ウ 以内ごとに 1 回定期に、その水道の管理につい

て地方公共団体の機関又は厚生労働大臣の エ を受けた者の検査を受けなければなら

ない。

ア イ ウ エ

⑴ 設 置 者 水　槽 1 年 登録

⑵ 水道技術管理者 給水管 1 年 指定

⑶ 設 置 者 給水管 3 年 指定

⑷ 水道技術管理者 水　槽 3 年 登録

問題　5  給水装置及び給水装置工事に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 給水装置工事とは給水装置の設置又は変更の工事をいう。つまり、給水装置を新設、改

造、修繕、撤去する工事をいう。

⑵ 工場生産住宅に工場内で給水管及び給水用具を設置する作業は、給水用具の製造工程で

あり給水装置工事に含まれる。

⑶ 水道メーターは、水道事業者の所有物であるが、給水装置に該当する。

⑷ 給水用具には、配水管からの分岐器具、給水管を接続するための継手が含まれる。

3

水 道 行 政

問題　4  簡易専用水道の管理に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのうち、適

当なものはどれか。

簡易専用水道の ア は、水道法施行規則第 55 条に定める基準に従い、その水道を

管理しなければならない。この基準として、 イ の掃除を ウ 以内ごとに 1 回

定期に行うこと、 イ の点検など、水が汚染されるのを防止するために必要な措置を

講じることが定められている。

簡易専用水道の ア は、 ウ 以内ごとに 1 回定期に、その水道の管理につい

て地方公共団体の機関又は厚生労働大臣の エ を受けた者の検査を受けなければなら

ない。

ア イ ウ エ

⑴ 設 置 者 水　槽 1 年 登録

⑵ 水道技術管理者 給水管 1 年 指定

⑶ 設 置 者 給水管 3 年 指定

⑷ 水道技術管理者 水　槽 3 年 登録

問題　5  給水装置及び給水装置工事に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 給水装置工事とは給水装置の設置又は変更の工事をいう。つまり、給水装置を新設、改

造、修繕、撤去する工事をいう。

⑵ 工場生産住宅に工場内で給水管及び給水用具を設置する作業は、給水用具の製造工程で

あり給水装置工事に含まれる。

⑶ 水道メーターは、水道事業者の所有物であるが、給水装置に該当する。

⑷ 給水用具には、配水管からの分岐器具、給水管を接続するための継手が含まれる。
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4

問題　6  給水装置工事主任技術者の職務に該当する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なも

のはどれか。

ア 給水管を配水管から分岐する工事を施行しようとする場合の配水管の布設位置の確認に

関する水道事業者との連絡調整

イ 給水装置工事に関する技術上の管理

ウ 給水装置工事に従事する者の技術上の指導監督

エ 給水装置工事を完了した旨の水道事業者への連絡

ア イ ウ エ

⑴  正 誤 正 誤

⑵  正 正 誤 正

⑶  誤 正 正 誤

⑷  正 正 正 正

問題　7  指定給水装置工事事業者制度に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道事業者による指定給水装置工事事業者の指定の基準は、水道法により水道事業者ご

とに定められている。

⑵ 指定給水装置工事事業者は、給水装置工事主任技術者及びその他の給水装置工事に従事

する者の給水装置工事の施行技術の向上のために、研修の機会を確保するよう努める必要

がある。

⑶ 水道事業者は、指定給水装置工事事業者の指定をしたときは、遅滞なく、その旨を一般

に周知させる措置をとる必要がある。

⑷ 水道事業者は、その給水区域において給水装置工事を適正に施行することができると認

められる者の指定をすることができる。

4

問題　6  給水装置工事主任技術者の職務に該当する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なも

のはどれか。

ア 給水管を配水管から分岐する工事を施行しようとする場合の配水管の布設位置の確認に

関する水道事業者との連絡調整

イ 給水装置工事に関する技術上の管理

ウ 給水装置工事に従事する者の技術上の指導監督

エ 給水装置工事を完了した旨の水道事業者への連絡

ア イ ウ エ

⑴  正 誤 正 誤

⑵  正 正 誤 正

⑶  誤 正 正 誤

⑷  正 正 正 正

問題　7  指定給水装置工事事業者制度に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道事業者による指定給水装置工事事業者の指定の基準は、水道法により水道事業者ご

とに定められている。

⑵ 指定給水装置工事事業者は、給水装置工事主任技術者及びその他の給水装置工事に従事

する者の給水装置工事の施行技術の向上のために、研修の機会を確保するよう努める必要

がある。

⑶ 水道事業者は、指定給水装置工事事業者の指定をしたときは、遅滞なく、その旨を一般

に周知させる措置をとる必要がある。

⑷ 水道事業者は、その給水区域において給水装置工事を適正に施行することができると認

められる者の指定をすることができる。
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5

問題　8  水道法第 15 条の給水義務に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道事業者は、当該水道により給水を受ける者に対し、災害その他正当な理由がありや

むを得ない場合を除き、常時給水を行う義務がある。

⑵ 水道事業者の給水区域内で水道水の供給を受けようとする住民には、その水道事業者以

外の水道事業者を選択する自由はない。

⑶ 水道事業者は、当該水道により給水を受ける者が料金を支払わないときは、供給規程の

定めるところにより、その者に対する給水を停止することができる。

⑷ 水道事業者は、事業計画に定める給水区域内の需要者から給水契約の申し込みを受けた

場合には、いかなる場合であっても、これを拒んではならない。

問題　9  水道法に規定する水道事業等の認可に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当な

ものはどれか。

ア 水道法では、水道事業者を保護育成すると同時に需要者の利益を保護するために、水道

事業者を監督する仕組みとして、認可制度をとっている。

イ 水道事業経営の認可制度によって、複数の水道事業者の給水区域が重複することによる

不合理・不経済が回避される。

ウ 水道事業を経営しようとする者は、市町村長の認可を受けなければならない。

エ 水道用水供給事業者については、給水区域の概念はないので認可制度をとっていない。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 誤 誤

⑵  誤 誤 正 正

⑶  正 誤 正 誤

⑷  誤 正 誤 正

5

問題　8  水道法第 15 条の給水義務に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道事業者は、当該水道により給水を受ける者に対し、災害その他正当な理由がありや

むを得ない場合を除き、常時給水を行う義務がある。

⑵ 水道事業者の給水区域内で水道水の供給を受けようとする住民には、その水道事業者以

外の水道事業者を選択する自由はない。

⑶ 水道事業者は、当該水道により給水を受ける者が料金を支払わないときは、供給規程の

定めるところにより、その者に対する給水を停止することができる。

⑷ 水道事業者は、事業計画に定める給水区域内の需要者から給水契約の申し込みを受けた

場合には、いかなる場合であっても、これを拒んではならない。

問題　9  水道法に規定する水道事業等の認可に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当な

ものはどれか。

ア 水道法では、水道事業者を保護育成すると同時に需要者の利益を保護するために、水道

事業者を監督する仕組みとして、認可制度をとっている。

イ 水道事業経営の認可制度によって、複数の水道事業者の給水区域が重複することによる

不合理・不経済が回避される。

ウ 水道事業を経営しようとする者は、市町村長の認可を受けなければならない。

エ 水道用水供給事業者については、給水区域の概念はないので認可制度をとっていない。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 誤 誤

⑵  誤 誤 正 正

⑶  正 誤 正 誤

⑷  誤 正 誤 正



 ● Vol.21  No.1  2020. 新年号

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

29

給 水 装 置 工 事 法

6

給 水 装 置 工 事 法

問題　10 水道法施行規則第 36 条の指定給水装置工事事業者の事業の運営に関する次の記述の 

内に入る語句の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

「適切に作業を行うことができる技能を有する者」とは、配水管への分水栓の取付け、配水

管の ア 、給水管の接合等の配水管から給水管を分岐する工事に係る作業及び当該分

岐部から イ までの配管工事に係る作業について、 ウ その他の地下埋設物に

変形、破損その他の異常を生じさせることがないよう、適切な資機材、工法、地下埋設物の

防護の方法を選択し、 エ を実施できる者をいう。

ア イ ウ エ

⑴ 維持管理 止 水 栓 当該給水管 技術上の管理

⑵ 穿　　孔 水道メーター 当該配水管 正 確 な 作 業

⑶ 維持管理 水道メーター 当該給水管 正 確 な 作 業

⑷ 穿　　孔 止 水 栓 当該配水管 技術上の管理

7

問題　11 サドル付分水栓の穿孔施工に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはど

れか。

ア サドル付分水栓を取付ける前に、弁体が全閉状態になっているか、パッキンが正しく取

付けられているか、塗装面やねじ等に傷がないか等を確認する。

イ サドル付分水栓は、配水管の管軸頂部にその中心線が来るように取付け、給水管の取出

し方向及びサドル付き分水栓が管軸方向から見て傾きがないことを確認する。

ウ 穿孔中はハンドルの回転が軽く感じられる。穿孔の終了に近づくとハンドルの回転は重

く感じられるが、最後まで回転させ、完全に穿孔する。

エ 電動穿孔機は、使用中に整流ブラシから火花を発し、また、スイッチの ON・OFF 時

にも火花を発するので、ガソリン、シンナー、ベンジン、都市ガス、LP ガス等引火性の

危険物が存在する環境の場所では絶対に使用しない。

ア イ ウ エ

⑴  正 誤 誤 正

⑵  誤 正 正 誤

⑶  正 誤 正 誤

⑷  誤 正 誤 正

問題　12 給水管の埋設深さ及び占用位置に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 道路を縦断して給水管を埋設する場合は、ガス管、電話ケーブル、電気ケーブル、下水

道管等の他の埋設物への影響及び占用離隔に十分注意し、道路管理者が許可した占用位置

に配管する。

⑵ 浅層埋設は、埋設工事の効率化、工期の短縮及びコスト縮減等の目的のため、運用が開

始された。

⑶ 浅層埋設が適用される場合、歩道部における水道管の埋設深さは、管路の頂部と路面と

の距離は 0.3 m 以下としない。

⑷ 給水管の埋設深さは、宅地内にあっては 0.3 m 以上を標準とする。
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問題　13 水道配水用ポリエチレン管の EF 継手による接合に関する次の記述のうち、不適当なもの

はどれか。

⑴ 継手との管融着面の挿入範囲をマーキングし、この部分を専用工具（スクレーパ）で切削

する。

⑵ 管端から 200 mm 程度の内外面及び継手本体の受口内面やインナーコアに付着した

油・砂等の異物をウエス等で取り除く。

⑶ 管に挿入標線を記入後、継手をセットし、クランプを使って、管と継手を固定する。

⑷ コントローラのコネクタを継手に接続のうえ、継手バーコードを読み取り通電を開始し、

融着終了後、所定の時間冷却確認後、クランプを取り外す。

問題　14 給水管の配管工事に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水圧、水撃作用等により給水管が離脱するおそれがある場所にあっては、適切な離脱防

止のための措置を講じる。

⑵ 給水管の配管にあたっては、事故防止のため、他の埋設物との間隔を原則として 20 cm

以上確保する。

⑶ 給水装置は、ボイラー、煙道等高温となる場所、冷凍庫の冷凍配管等に近接し凍結のお

それのある場所を避けて設置する。

⑷ 宅地内の配管は、できるだけ直線配管とする。

7

問題　11 サドル付分水栓の穿孔施工に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはど

れか。

ア サドル付分水栓を取付ける前に、弁体が全閉状態になっているか、パッキンが正しく取

付けられているか、塗装面やねじ等に傷がないか等を確認する。

イ サドル付分水栓は、配水管の管軸頂部にその中心線が来るように取付け、給水管の取出

し方向及びサドル付き分水栓が管軸方向から見て傾きがないことを確認する。

ウ 穿孔中はハンドルの回転が軽く感じられる。穿孔の終了に近づくとハンドルの回転は重

く感じられるが、最後まで回転させ、完全に穿孔する。

エ 電動穿孔機は、使用中に整流ブラシから火花を発し、また、スイッチの ON・OFF 時

にも火花を発するので、ガソリン、シンナー、ベンジン、都市ガス、LP ガス等引火性の

危険物が存在する環境の場所では絶対に使用しない。

ア イ ウ エ

⑴  正 誤 誤 正

⑵  誤 正 正 誤

⑶  正 誤 正 誤

⑷  誤 正 誤 正

問題　12 給水管の埋設深さ及び占用位置に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 道路を縦断して給水管を埋設する場合は、ガス管、電話ケーブル、電気ケーブル、下水

道管等の他の埋設物への影響及び占用離隔に十分注意し、道路管理者が許可した占用位置

に配管する。

⑵ 浅層埋設は、埋設工事の効率化、工期の短縮及びコスト縮減等の目的のため、運用が開

始された。

⑶ 浅層埋設が適用される場合、歩道部における水道管の埋設深さは、管路の頂部と路面と

の距離は 0.3 m 以下としない。

⑷ 給水管の埋設深さは、宅地内にあっては 0.3 m 以上を標準とする。
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8

問題　13 水道配水用ポリエチレン管の EF 継手による接合に関する次の記述のうち、不適当なもの

はどれか。

⑴ 継手との管融着面の挿入範囲をマーキングし、この部分を専用工具（スクレーパ）で切削

する。

⑵ 管端から 200 mm 程度の内外面及び継手本体の受口内面やインナーコアに付着した

油・砂等の異物をウエス等で取り除く。

⑶ 管に挿入標線を記入後、継手をセットし、クランプを使って、管と継手を固定する。

⑷ コントローラのコネクタを継手に接続のうえ、継手バーコードを読み取り通電を開始し、

融着終了後、所定の時間冷却確認後、クランプを取り外す。

問題　14 給水管の配管工事に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水圧、水撃作用等により給水管が離脱するおそれがある場所にあっては、適切な離脱防

止のための措置を講じる。

⑵ 給水管の配管にあたっては、事故防止のため、他の埋設物との間隔を原則として 20 cm

以上確保する。

⑶ 給水装置は、ボイラー、煙道等高温となる場所、冷凍庫の冷凍配管等に近接し凍結のお

それのある場所を避けて設置する。

⑷ 宅地内の配管は、できるだけ直線配管とする。

9

問題　15 給水管の配管工事に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ ステンレス鋼鋼管の曲げ加工は、ベンダーにより行い、加熱による焼曲げ加工等は行っ

てはならない。

⑵ ステンレス鋼鋼管の曲げの最大角度は、原則として 90°（補角）とし、曲げ部分にしわ、

ねじれ等がないようにする。

⑶ 硬質銅管の曲げ加工は、専用パイプベンダーを用いて行う。

⑷ ポリエチレン二層管（ 1 種管）の曲げ半径は、管の外径の 20 倍以上とする。

問題　16 給水管の明示に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 道路部分に布設する口径 75 mm 以上の給水管には、明示テープ等により管を明示しな

ければならない。

イ 道路部分に埋設する管などの明示テープの地色は、道路管理者ごとに定められており、

その指示に従い施工する必要がある。

ウ 道路部分に給水管を埋設する際に設置する明示シートは、指定する仕様のものを任意の

位置に設置する。

エ 宅地部分に布設する給水管の位置については、維持管理上必要がある場合、明示杭等に

よりその位置を明示する。

ア イ ウ エ

⑴  誤 誤 正 正

⑵  正 誤 誤 正

⑶  誤 正 誤 誤

⑷  正 誤 誤 誤
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問題　17 水道メーターの設置に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道メーターの設置に当たっては、メーターに表示されている流水方向の矢印を確認し

たうえで水平に取付ける。

⑵ 水道メーターの設置は、原則として道路境界線に最も近接した宅地内で、メーターの計

量及び取替作業が容易であり、かつ、メーターの損傷、凍結等のおそれがない位置とする。

⑶ メーターますは、水道メーターの呼び径が 50 mm 以上の場合はコンクリートブロック、

現場打ちコンクリート、鋳鉄製等で、上部に鉄蓋を設置した構造とするのが一般的である。

⑷ 集合住宅等の複数戸に直結増圧式等で給水する建物の親メーターにおいては、ウォータ

ハンマを回避するため、メーターバイパスユニットを設置する方法がある。

問題　18 給水装置の異常現象に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 給水管に硬質塩化ビニルライニング鋼管を使用していると、亜鉛メッキ鋼管に比べて、

内部にスケール（赤錆）が発生しやすく、年月を経るとともに給水管断面が小さくなるので

出水不良を起こす。

イ 水道水は、無味無臭に近いものであるが、塩辛い味、苦い味、渋い味等が感じられる場

合は、クロスコネクションのおそれがあるので、飲用前に一定時間管内の水を排水しなけ

ればならない。

ウ 埋設管が外力によってつぶれ小さな孔があいてしまった場合、給水時にエジェクタ作用

によりこの孔から外部の汚水や異物を吸引することがある。

エ 給水装置工事主任技術者は、需要者から給水装置の異常を告げられ、依頼があった場合

は、これらを調査し、原因究明とその改善を実施する。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 誤 正

⑵  正 正 誤 誤

⑶  誤 誤 正 正

⑷  正 誤 正 誤

9

問題　15 給水管の配管工事に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ ステンレス鋼鋼管の曲げ加工は、ベンダーにより行い、加熱による焼曲げ加工等は行っ

てはならない。

⑵ ステンレス鋼鋼管の曲げの最大角度は、原則として 90°（補角）とし、曲げ部分にしわ、

ねじれ等がないようにする。

⑶ 硬質銅管の曲げ加工は、専用パイプベンダーを用いて行う。

⑷ ポリエチレン二層管（ 1 種管）の曲げ半径は、管の外径の 20 倍以上とする。

問題　16 給水管の明示に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 道路部分に布設する口径 75 mm 以上の給水管には、明示テープ等により管を明示しな

ければならない。

イ 道路部分に埋設する管などの明示テープの地色は、道路管理者ごとに定められており、

その指示に従い施工する必要がある。

ウ 道路部分に給水管を埋設する際に設置する明示シートは、指定する仕様のものを任意の

位置に設置する。

エ 宅地部分に布設する給水管の位置については、維持管理上必要がある場合、明示杭等に

よりその位置を明示する。

ア イ ウ エ

⑴  誤 誤 正 正

⑵  正 誤 誤 正

⑶  誤 正 誤 誤

⑷  正 誤 誤 誤
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問題　17 水道メーターの設置に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道メーターの設置に当たっては、メーターに表示されている流水方向の矢印を確認し

たうえで水平に取付ける。

⑵ 水道メーターの設置は、原則として道路境界線に最も近接した宅地内で、メーターの計

量及び取替作業が容易であり、かつ、メーターの損傷、凍結等のおそれがない位置とする。

⑶ メーターますは、水道メーターの呼び径が 50 mm 以上の場合はコンクリートブロック、

現場打ちコンクリート、鋳鉄製等で、上部に鉄蓋を設置した構造とするのが一般的である。

⑷ 集合住宅等の複数戸に直結増圧式等で給水する建物の親メーターにおいては、ウォータ

ハンマを回避するため、メーターバイパスユニットを設置する方法がある。

問題　18 給水装置の異常現象に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 給水管に硬質塩化ビニルライニング鋼管を使用していると、亜鉛メッキ鋼管に比べて、

内部にスケール（赤錆）が発生しやすく、年月を経るとともに給水管断面が小さくなるので

出水不良を起こす。

イ 水道水は、無味無臭に近いものであるが、塩辛い味、苦い味、渋い味等が感じられる場

合は、クロスコネクションのおそれがあるので、飲用前に一定時間管内の水を排水しなけ

ればならない。

ウ 埋設管が外力によってつぶれ小さな孔があいてしまった場合、給水時にエジェクタ作用

によりこの孔から外部の汚水や異物を吸引することがある。

エ 給水装置工事主任技術者は、需要者から給水装置の異常を告げられ、依頼があった場合

は、これらを調査し、原因究明とその改善を実施する。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 誤 正

⑵  正 正 誤 誤

⑶  誤 誤 正 正

⑷  正 誤 正 誤

11

問題　19 消防法の適用を受けるスプリンクラーに関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当

なものはどれか。

ア 水道直結式スプリンクラー設備は、消防法令に適合すれば、給水装置の構造及び材質の

基準に適合しなくてもよい。

イ 平成 19 年の消防法改正により、一定規模以上のグループホーム等の小規模社会福祉施

設にスプリンクラーの設置が義務付けられた。

ウ 水道直結式スプリンクラー設備の設置に当たり、分岐する配水管からスプリンクラー

ヘッドまでの水理計算及び給水管、給水用具の選定は、消防設備士が行う。

エ 乾式配管方式の水道直結式スプリンクラー設備は、消火時の水量をできるだけ多くする

ため、給水管分岐部と電動弁との間を長くすることが望ましい。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 正 誤

⑵  正 誤 正 誤

⑶  誤 正 誤 正

⑷  正 誤 誤 正
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給 水 装 置 の 構 造 及 び 性 能

問題　20 水道法の規定に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道事業者は、当該水道によって水の供給を受ける者の給水装置の構造及び材質が、政

令で定める基準に適合していないときは、その基準に適合させるまでの間その者に対する

給水を停止することができる。
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問題　21 給水装置の構造及び材質の基準に定める耐圧に関する基準（以下、本問においては「耐圧性

能基準」という。）及び厚生労働大臣が定める耐圧に関する試験（以下、本問においては「耐圧

性能試験」という。）に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 給水装置は、耐圧性能試験により 1.75 メガパスカルの静水圧を 1 分間加えたとき、水

漏れ、変形、破損その他の異常を生じないこととされている。

⑵ 耐圧性能基準の適用対象は、原則としてすべての給水管及び給水用具であるが、大気圧

式バキュームブレーカ、シャワーヘッド等のように最終の止水機構の流出側に設置される

給水用具は、高水圧が加わらないことなどから適用対象から除外されている。

⑶ 加圧装置は、耐圧性能試験により 1.75 メガパスカルの静水圧を 1 分間加えたとき、水

漏れ、変形、破損その他の異常を生じないこととされている。

⑷ パッキンを水圧で圧縮することにより水密性を確保する構造の給水用具は、耐圧性能試

験により 1.75 メガパスカルの静水圧を 1 分間加えたとき、水漏れ、変形、破損その他の

異常を生じない性能を有するとともに、20 キロパスカルの静水圧を 1 分間加えたとき、

水漏れ、変形、破損その他の異常を生じないこととされている。
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問題　22 給水装置の構造及び材質の基準に定める逆流防止に関する基準に関する次の記述の正誤の

組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 減圧式逆流防止器は、厚生労働大臣が定める逆流防止に関する試験（以下、「逆流防止性

能試験」という。）により 3 キロパスカル及び 1.5 メガパスカルの静水圧を 1 分間加えたと

き、水漏れ、変形、破損その他の異常を生じないことが必要である。

イ 逆止弁及び逆流防止装置を内部に備えた給水用具は、逆流防止性能試験により 3 キロパ

スカル及び 1.5 メガパスカルの静水圧を 1 分間加えたとき、水漏れ、変形、破損その他

の異常を生じないこと。

ウ 減圧式逆流防止器は、厚生労働大臣が定める負圧破壊に関する試験（以下、「負圧破壊性

能試験」という。）により流出側からマイナス 54 キロパスカルの圧力を加えたとき、減圧

式逆流防止器に接続した透明管内の水位の上昇が 75 ミリメートルを超えないことが必要

である。

エ バキュームブレーカは、負圧破壊性能試験により流出側からマイナス 54 キロパスカル

の圧力を加えたとき、バキュームブレーカに接続した透明管内の水位の上昇が 3 ミリメー

トルを超えないこととされている。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 誤 誤

⑵  誤 誤 正 正

⑶  誤 正 正 誤

⑷  正 誤 誤 正
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問題　23 水撃防止に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 給水管におけるウォータハンマを防止するには、基本的に管内流速を速くする必要が　

ある。

イ ウォータハンマが発生するおそれのある箇所には、その手前に近接して水撃防止器具を

設置する。

ウ 複式ボールタップは単式ボールタップに比べてウォータハンマが発生しやすくなる傾向

があり、注意が必要である。

エ 水槽にボールタップで給水する場合は、必要に応じて波立ち防止板等を設置する。

ア イ ウ エ

⑴  正 誤 正 誤

⑵  誤 正 誤 正

⑶  誤 正 正 誤

⑷  正 誤 誤 正

問題　24 金属管の侵食に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 埋設された金属管が異種金属の管や継手、ボルト等と接触していると、自然電位の低い

金属と自然電位の高い金属との間に電池が形成され、自然電位の高い金属が侵食される。

⑵ マクロセル侵食とは、埋設状態にある金属材質、土壌、乾湿、通気性、pH、溶解成分 

の違い等の異種環境での電池作用による侵食をいう。

⑶ 金属管が鉄道、変電所等に近接して埋設されている場合に、漏洩電流による電気分解作

用により侵食を受ける。

⑷ 地中に埋設した鋼管が部分的にコンクリートと接触している場合、アルカリ性のコンク

リートに接している部分の電位が、コンクリートと接触していない部分より高くなって腐

食電池が形成され、コンクリートと接触していない部分が侵食される。
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問題　25 クロスコネクションに関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア クロスコネクションは、水圧状況によって給水装置内に工業用水、排水、ガス等が逆流

するとともに、配水管を経由して他の需要者にまでその汚染が拡大する非常に危険な配管

である。

イ 給水管と井戸水配管は、両管の間に逆止弁を設置し、逆流防止の措置を講じれば、直接

連結することができる。

ウ 給水装置と受水槽以下の配管との接続はクロスコネクションではない。

エ 給水装置と当該給水装置以外の水管、その他の設備とは、一時的な仮設であればこれを

直接連結することができる。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 正 誤

⑵  正 誤 誤 誤

⑶  正 誤 正 誤

⑷  誤 誤 誤 正

問題　26 水道水の汚染防止に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 鉛製給水管が残存している給水装置において変更工事を行ったとき、需要者の承諾を得

て、併せて鉛製給水管の布設替えを行った。

⑵ 末端部が行き止まりの給水装置は、停滞水が生じ、水質が悪化するおそれがあるので避

けた。

⑶ 配管接合用シール材又は接着剤は、これらの物質が水道水に混入し、油臭、薬品臭等が

発生する場合があるので、使用量を必要最小限とした。

⑷ 給水管路を敷設するルート上に有毒薬品置場、有害物の取扱場等の汚染源があるので、

さや管などで適切な防護措置を施した。
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問題　27 下図のように、呼び径z 20mmの給水管からボールタップを通して水槽に給水している。

この水槽を利用するときの確保すべき吐水空間に関する次の記述のうち、適当なものはど

れか。

越流管

止水面
ＡＢＣ

《水 槽》
給水管
呼び径20mm

⑴ 図中の距離Ａを25mm以上、距離Ｃを25mm以上確保する。

⑵ 図中の距離Ｂを40mm以上、距離Ｃを40mm以上確保する。

⑶ 図中の距離Ａを40mm以上、距離Ｃを40mm以上確保する。

⑷ 図中の距離Ｂを50mm以上、距離Ｃを50mm以上確保する。

問題　28 給水装置の凍結防止対策に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水抜き用の給水用具以降の配管は、配管が長い場合には、万一凍結した際に、解氷作業

の便を図るため、取外し可能なユニオン、フランジ等を適切な箇所に設置する。

⑵ 水抜き用の給水用具以降の配管は、管内水の排水が容易な構造とし、できるだけ鳥居配

管やＵ字形の配管を避ける。

⑶ 水抜き用の給水用具は、水道メーター下流で屋内立上り管の間に設置する。

⑷ 内部貯留式不凍給水栓は、閉止時（水抜き操作）にその都度、揚水管内（立上り管）の水を

貯留部に流下させる構造であり、水圧に関係なく設置場所を選ばない。
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問題　29 給水装置の構造及び材質の基準に定める耐寒に関する基準（以下、本問においては「耐寒性

能基準」という。）及び厚生労働大臣が定める耐寒に関する試験（以下、本問においては「耐寒

性能試験」という。）に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 耐寒性能基準は、寒冷地仕様の給水用具か否かの判断基準であり、凍結のおそれがある

場所において設置される給水用具はすべてこの基準を満たしていなければならないわけで

はない。

⑵ 凍結のおそれがある場所に設置されている給水装置のうち弁類にあっては、耐寒性能試

験により零下 20 度プラスマイナス 2 度の温度で 24 時間保持したのちに通水したとき、

当該給水装置に係る耐圧性能、水撃限界性能、逆流防止性能及び負圧破壊性能を有するも

のでなければならない。

⑶ 低温に暴露した後確認すべき性能基準項目から浸出性能を除いたのは、低温暴露により

材質等が変化することは考えられず、浸出性能に変化が生じることはないと考えられるこ

とによる。

⑷ 耐寒性能基準においては、凍結防止の方法は水抜きに限定しないこととしている。
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給 水 装 置 計 画 論

問題　30 直結給水システムの計画・設計に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 給水システムの計画・設計は、当該水道事業者の直結給水システムの基準に従い、同時

使用水量の算定、給水管の口径決定、ポンプ揚程の決定等を行う。

⑵ 給水装置工事主任技術者は、既設建物の給水設備を受水槽式から直結式に切り替える工

事を行う場合は、当該水道事業者の担当部署に建物規模や給水計画等の情報を持参して協

議する。

⑶ 直結加圧形ポンプユニットは、末端最高位の給水用具に一定の余裕水頭を加えた高さま

で水位を確保する能力を持ち、安定かつ効率的な性能の機種を選定しなければならない。

⑷ 給水装置は、給水装置内が負圧になっても給水装置から水を受ける容器などに吐出した

水が給水装置内に逆流しないよう、末端の給水用具又は末端給水用具の直近の上流側にお

いて、吸排気弁の設置が義務付けられている。

問題　31 受水槽式給水に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ ポンプ直送式は、受水槽に受水したのち、使用水量に応じてポンプの運転台数の変更や

回転数制御によって給水する方式である。

⑵ 圧力水槽式は、受水槽に受水したのち、ポンプで圧力水槽に貯え、その内部圧力に

よって給水する方式である。

⑶ 配水管の水圧が高いときは、受水槽への流入時に給水管を流れる流量が過大となるため、

逆止弁を設置することが必要である。

⑷ 受水槽式は、配水管の水圧が変動しても受水槽以降では給水圧、給水量を一定の変動幅

に保持できる。

給 水 装 置 計 画 論
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で水位を確保する能力を持ち、安定かつ効率的な性能の機種を選定しなければならない。

⑷ 給水装置は、給水装置内が負圧になっても給水装置から水を受ける容器などに吐出した

水が給水装置内に逆流しないよう、末端の給水用具又は末端給水用具の直近の上流側にお

いて、吸排気弁の設置が義務付けられている。

問題　31 受水槽式給水に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ ポンプ直送式は、受水槽に受水したのち、使用水量に応じてポンプの運転台数の変更や

回転数制御によって給水する方式である。

⑵ 圧力水槽式は、受水槽に受水したのち、ポンプで圧力水槽に貯え、その内部圧力に

よって給水する方式である。

⑶ 配水管の水圧が高いときは、受水槽への流入時に給水管を流れる流量が過大となるため、

逆止弁を設置することが必要である。

⑷ 受水槽式は、配水管の水圧が変動しても受水槽以降では給水圧、給水量を一定の変動幅

に保持できる。
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問題　32 給水方式の決定に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 直結式給水は、配水管の水圧で直接給水する方式（直結直圧式）と、給水管の途中に圧力

水槽を設置して給水する方式（直結増圧式）がある。

イ 受水槽式給水は、配水管から分岐し受水槽に受け、この受水槽から給水する方式であり、

受水槽出口で配水系統と縁が切れる。

ウ 水道事業者ごとに、水圧状況、配水管整備状況等により給水方式の取扱いが異なるため、

その決定に当たっては、設計に先立ち、水道事業者に確認する必要がある。

エ 給水方式には、直結式、受水槽式及び直結・受水槽併用式があり、その方式は給水する

高さ、所要水量、使用用途及び維持管理面を考慮し決定する。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 正 誤

⑵  正 誤 誤 正

⑶  誤 誤 正 正

⑷  正 正 誤 誤

21

問題　33 直結式給水による12戸の集合住宅での同時使用水量として、次のうち、適当なものはど

れか。

ただし、同時使用水量は、標準化した同時使用水量により計算する方法によるものとし、

1戸当たりの末端給水用具の個数と使用水量、同時使用率を考慮した末端給水用具数、並び

に集合住宅の給水戸数と同時使用戸数率は、それぞれ表－1から表－3のとおりとする。

⑴ 240 L/分

⑵ 270 L/分

⑶ 300 L/分

⑷ 330 L/分

表－2　末端給水用具数と同時使用水量比

総末端給水用具数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 15 20 30

同時使用水量比 1.0 1.4 1.7 2.0 2.2 2.4 2.6 2.8 2.9 3.0 3.5 4.0 5.0

表－3　給水戸数と同時使用戸数率

給水戸数 1～ 3 4 ～10 11～20 21～30 31～40 41～60 61～80 81～100

同時使用戸数率（％） 100 90 80 70 65 60 55 50

問題　34 受水槽式給水による従業員数140人（男子80人、女子60人）の事務所における標準的な

受水槽容量の範囲として、次のうち、適当なものはどれか。

ただし、1人1日当たりの使用水量は、男子50L、女子100 Lとする。

⑴  4m3～ 6m3

⑵  6m3～ 8m3

⑶  8m3～10m3

⑷ 10m3～12m3

表－1　 1戸当たりの給水用具の個数と使用水量

給水用具 個数 使用水量（L/分）

台所流し 1 12

洗濯流し 1 12

洗面器 1  8

浴槽（和式） 1 20

大便器（洗浄タンク） 1 12
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問題　33 直結式給水による12戸の集合住宅での同時使用水量として、次のうち、適当なものはど

れか。

ただし、同時使用水量は、標準化した同時使用水量により計算する方法によるものとし、

1戸当たりの末端給水用具の個数と使用水量、同時使用率を考慮した末端給水用具数、並び

に集合住宅の給水戸数と同時使用戸数率は、それぞれ表－1から表－3のとおりとする。

⑴ 240 L/分

⑵ 270 L/分

⑶ 300 L/分

⑷ 330 L/分

表－2　末端給水用具数と同時使用水量比

総末端給水用具数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 15 20 30

同時使用水量比 1.0 1.4 1.7 2.0 2.2 2.4 2.6 2.8 2.9 3.0 3.5 4.0 5.0

表－3　給水戸数と同時使用戸数率

給水戸数 1～ 3 4 ～10 11～20 21～30 31～40 41～60 61～80 81～100

同時使用戸数率（％） 100 90 80 70 65 60 55 50

問題　34 受水槽式給水による従業員数140人（男子80人、女子60人）の事務所における標準的な

受水槽容量の範囲として、次のうち、適当なものはどれか。

ただし、1人1日当たりの使用水量は、男子50L、女子100 Lとする。

⑴  4m3～ 6m3

⑵  6m3～ 8m3

⑶  8m3～10m3

⑷ 10m3～12m3

表－1　 1戸当たりの給水用具の個数と使用水量

給水用具 個数 使用水量（L/分）

台所流し 1 12

洗濯流し 1 12

洗面器 1  8

浴槽（和式） 1 20

大便器（洗浄タンク） 1 12

22

問題　35 図－1に示す給水装置における直結加圧形ポンプユニットの吐水圧（圧力水頭）として、次

のうち、適当なものはどれか。

ただし、給水管の摩擦損失水頭と逆止弁による損失水頭は考慮するが、管の曲がりによる

損失水頭は考慮しないものとし、給水管の流量と動水勾配の関係は、図－2を用いるものと

する。また、計算に用いる数値条件は次のとおりとする。

① 給水栓の使用水量 30L/分

② 給水管及び給水用具の口径 20mm

③ 給水栓を使用するために必要な圧力  5m

④ 逆止弁の損失水頭 10m

L=5m

給水管（20mm）

直結加圧形
ポンプユニット

水道メーター
Ｍ BP

逆止弁

配水管

給水管
（20mm）

給水栓Ｈ（立ち上がり）=15m

図－1　給水装置図

⑴ 23m

⑵ 28m

⑶ 33m

⑷ 38m
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図－2　ウエストン公式による給水管の流量図
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給 水 装 置 工 事 事 務 論

問題　36 給水装置工事主任技術者（以下、本問においては「主任技術者」という。）の職務に関する次

の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 主任技術者は、事前調査においては、地形、地質はもとより既存の地下埋設物の状況等

について、十分調査を行わなければならない。

⑵ 主任技術者は、当該給水装置工事の施主から、工事に使用する給水管や給水用具を指定

される場合がある。それらが、給水装置の構造及び材質の基準に適合しないものであれば、

使用できない理由を明確にして施主に説明しなければならない。

⑶ 主任技術者は、職務の一つとして、工事品質を確保するために、現場ごとに従事者の技

術的能力の評価を行い、指定給水装置工事事業者に報告しなければならない。

⑷ 主任技術者は、給水装置工事の検査にあたり、水道事業者の求めに応じて検査に立ち会

う。

給 水 装 置 工 事 事 務 論

24

問題　37 給水装置工事における給水装置工事主任技術者（以下、本問においては「主任技術者」とい

う。）の職務に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 主任技術者は、調査段階、計画段階に得られた情報に基づき、また、計画段階で関係者

と調整して作成した施工計画書に基づき、最適な工程を定めそれを管理しなければならな

い。

イ 主任技術者は、工事従事者の安全を確保し、労働災害の防止に努めるとともに、水系感

染症に注意して水道水を汚染しないよう、工事従事者の健康を管理しなければならない。

ウ 主任技術者は、配水管と給水管の接続工事や道路下の配管工事については、水道施設の

損傷、漏水による道路の陥没等の事故を未然に防止するため、必ず現場に立ち会い施行上

の指導監督を行わなければならない。

エ 主任技術者は、給水装置工事の事前調査において、技術的な調査を行うが、必要となる

官公署等の手続きを漏れなく確実に行うことができるように、関係する水道事業者の供給

規程のほか、関係法令等も調べる必要がある。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 誤 正

⑵  誤 誤 正 誤

⑶  誤 正 誤 正

⑷  正 誤 正 誤
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問題　38 指定給水装置工事事業者（以下、本問においては「工事事業者」という。）に関する次の記述

のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道事業者より工事事業者の指定を受けようとする者は、当該水道事業者の給水区域に

ついて工事の事業を行う事業所の名称及び所在地等を記載した申請書を、水道事業者に提

出しなければならない。この場合、事業所の所在地は当該水道事業者の給水区域内でなく

ともよい。

⑵ 工事事業者は、配水管から分岐して給水管を設ける工事及び給水装置の配水管への取付

口から水道メーターまでの工事を施行するときは、あらかじめ当該給水区域の水道事業者

の承認を受けた工法及び工期に適合するように当該工事を施行しなければならない。

⑶ 工事事業者の指定の取り消しは、水道法の規定に基づく事由に限定するものではない。

水道事業者は、条例などの供給規程により当該給水区域だけに適用される指定の取消事由

を定めることが認められている。

⑷ 水道法第 16 条の 2 では、水道事業者は、供給規程の定めるところにより当該水道に

よって水の供給を受ける者の給水装置が当該水道事業者又は工事事業者の施行した給水装

置工事に係るものであることを供給条件とすることができるとされているが、厚生労働省

令で定める給水装置の軽微な変更は、この限りでない。

26

問題　39 給水装置工事に係る記録の作成、保存に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 給水装置工事に係る記録及び保管については、電子記録を活用することもできるので、

事務の遂行に最も都合がよい方法で記録を作成して保存する。

⑵ 指定給水装置工事事業者は、給水装置工事の施主の氏名又は名称、施行場所、竣工図、

品質管理の項目とその結果等について記録を作成しなければならない。

⑶ 給水装置工事の記録については、特に様式が定められているものではないが、記録を作

成し 5 年間保存しなければならない。

⑷ 給水装置工事の記録作成は、指名された給水装置工事主任技術者が作成することになる

が、給水装置工事主任技術者の指導・監督のもとで他の従業員が行ってもよい。

問題　40 給水装置工事の構造及び材質の基準に関する省令に関する次の記述のうち、不適当なもの

はどれか。

⑴ 厚生労働省の給水装置データベースのほかに、第三者認証機関のホームページにおいて

も、基準適合品の情報提供サービスが行われている。

⑵ 給水管及び給水用具が基準適合品であることを証明する方法としては、製造業者等が自

らの責任で証明する自己認証と製造業者等が第三者機関に証明を依頼する第三者認証があ

る。

⑶ 自己認証とは、製造業者が自ら又は製品試験機関等に委託して得たデータや作成した資

料によって行うもので、基準適合性の証明には、各製品が設計段階で基準省令に定める性

能基準に適合していることの証明で足りる。

⑷ 性能基準には、耐圧性能、浸出性能、水撃限界性能、逆流防止性能、負圧破壊性能、耐

寒性能及び耐久性能の 7 項目がある。
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問題　39 給水装置工事に係る記録の作成、保存に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 給水装置工事に係る記録及び保管については、電子記録を活用することもできるので、

事務の遂行に最も都合がよい方法で記録を作成して保存する。

⑵ 指定給水装置工事事業者は、給水装置工事の施主の氏名又は名称、施行場所、竣工図、

品質管理の項目とその結果等について記録を作成しなければならない。

⑶ 給水装置工事の記録については、特に様式が定められているものではないが、記録を作

成し 5 年間保存しなければならない。

⑷ 給水装置工事の記録作成は、指名された給水装置工事主任技術者が作成することになる

が、給水装置工事主任技術者の指導・監督のもとで他の従業員が行ってもよい。

問題　40 給水装置工事の構造及び材質の基準に関する省令に関する次の記述のうち、不適当なもの

はどれか。

⑴ 厚生労働省の給水装置データベースのほかに、第三者認証機関のホームページにおいて

も、基準適合品の情報提供サービスが行われている。

⑵ 給水管及び給水用具が基準適合品であることを証明する方法としては、製造業者等が自

らの責任で証明する自己認証と製造業者等が第三者機関に証明を依頼する第三者認証があ

る。

⑶ 自己認証とは、製造業者が自ら又は製品試験機関等に委託して得たデータや作成した資

料によって行うもので、基準適合性の証明には、各製品が設計段階で基準省令に定める性

能基準に適合していることの証明で足りる。

⑷ 性能基準には、耐圧性能、浸出性能、水撃限界性能、逆流防止性能、負圧破壊性能、耐

寒性能及び耐久性能の 7 項目がある。



Vol.21  No.1  2020. 新年号 ●

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

46

1

給 水 装 置 の 概 要

問題　41 給水装置に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 給水装置は、水道事業者の施設である配水管から分岐して設けられた給水管及びこれに

直結する給水用具で構成され、需要者が他の所有者の給水装置から分岐承諾を得て設けた

給水管及び給水用具は給水装置にはあたらない。

イ 水道法で定義している「直結する給水用具」とは、配水管に直結して有圧のまま給水でき

る給水栓等の給水用具をいい、ホース等、容易に取外しの可能な状態で接続される器具は

含まれない。

ウ 給水装置工事の費用の負担区分は、水道法に基づき、水道事業者が供給規程に定めるこ

とになっており、この供給規程では給水装置工事の費用は、原則として需要者の負担とし

ている。

エ マンションにおいて、給水管を経由して水道水をいったん受水槽に受けて給水する設備

でも戸別に水道メーターが設置されている場合は、受水槽以降も給水装置にあたる。

ア イ ウ エ

⑴  正 誤 誤 正

⑵  正 正 誤 誤

⑶  誤 正 誤 正

⑷  誤 正 正 誤

給 水 装 置 の 概 要

2

問題　42 給水管に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア ステンレス鋼鋼管は、ステンレス鋼帯から自動造管機により製造される管で、強度的に

優れ、軽量化しているので取扱いが容易である。

イ 架橋ポリエチレン管は、耐熱性、耐寒性及び耐食性に優れ、軽量で柔軟性に富んでおり、

有機溶剤、ガソリン、灯油等は浸透しない。

ウ 銅管は、アルカリに侵されず、スケールの発生も少なく、耐食性に優れているため薄肉

化しているので、軽量で取扱いが容易である。

エ 硬質塩化ビニルライニング鋼管は、鋼管の内面に硬質塩化ビニルをライニングした管で、

機械的強度は小さい。

ア イ ウ エ

⑴  正 誤 正 誤

⑵  誤 正 誤 正

⑶  正 誤 誤 正

⑷  誤 正 正 誤
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問題　43 給水管の接合及び継手に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのうち、

適当なものはどれか。

① ステンレス鋼鋼管の主な継手には、伸縮可とう式継手と ア がある。

② 硬質ポリ塩化ビニル管の主な接合方法には、 イ による TS 接合とゴム輪による

RR 接合がある。

③ 架橋ポリエチレン管の主な継手には、 ウ と電気融着式継手がある。

④ 硬質塩化ビニルライニング鋼管のねじ接合には、 エ を使用しなければならない。

ア イ ウ エ

⑴ プ レ ス 式 継 手 接着剤 メカニカル式継手 管端防食継手

⑵ プッシュオン継手 ろう付 メカニカル式継手 金 属 継 手

⑶ プッシュオン継手 接着剤 フ ラ ン ジ 継 手 管端防食継手

⑷ プ レ ス 式 継 手 ろう付 フ ラ ン ジ 継 手 金 属 継 手

4

問題　44 湯沸器に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 給水装置として取扱われる貯湯湯沸器は、労働安全衛生法令に規定するボイラー及び小

型ボイラーに該当する。

イ 瞬間湯沸器は、給湯に連動してガス通路を開閉する機構を備え、最高 85℃程度まで温

度を上げることができるが、通常は 40℃前後で使用される。

ウ 太陽熱利用貯湯湯沸器では、太陽集熱装置系内に水道水が循環する水道直結型としては

ならない。

エ 貯蔵湯沸器は、ボールタップを備えた器内の容器に貯水した水を、一定温度に加熱して

給湯する給水用具であり、水圧がかからないため湯沸器設置場所でしか湯を使うことがで

きない。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 誤 正

⑵  誤 誤 正 正

⑶  正 正 誤 誤

⑷  正 誤 誤 正

問題　45 給水用具に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 2 ハンドル式の混合水栓は、湯側・水側の 2 つのハンドルを操作し、吐水・止水、吐水

量の調整、吐水温度の調整ができる。

⑵ ミキシングバルブは、湯・水配管の途中に取付けて、湯と水を混合し、設定流量の湯を

吐水するための給水用具であり、ハンドル式とサーモスタット式がある。

⑶ ボールタップは、フロートの上下によって自動的に弁を開閉する構造になっており、水

洗便器のロータンクや、受水槽に給水する給水用具である。

⑷ 大便器洗浄弁は、大便器の洗浄に用いる給水用具であり、バキュームブレーカを付帯す

るなど逆流を防止する構造となっている。
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問題　44 湯沸器に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 給水装置として取扱われる貯湯湯沸器は、労働安全衛生法令に規定するボイラー及び小

型ボイラーに該当する。

イ 瞬間湯沸器は、給湯に連動してガス通路を開閉する機構を備え、最高 85℃程度まで温

度を上げることができるが、通常は 40℃前後で使用される。

ウ 太陽熱利用貯湯湯沸器では、太陽集熱装置系内に水道水が循環する水道直結型としては

ならない。

エ 貯蔵湯沸器は、ボールタップを備えた器内の容器に貯水した水を、一定温度に加熱して

給湯する給水用具であり、水圧がかからないため湯沸器設置場所でしか湯を使うことがで

きない。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 誤 正

⑵  誤 誤 正 正

⑶  正 正 誤 誤

⑷  正 誤 誤 正

問題　45 給水用具に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 2 ハンドル式の混合水栓は、湯側・水側の 2 つのハンドルを操作し、吐水・止水、吐水

量の調整、吐水温度の調整ができる。

⑵ ミキシングバルブは、湯・水配管の途中に取付けて、湯と水を混合し、設定流量の湯を

吐水するための給水用具であり、ハンドル式とサーモスタット式がある。

⑶ ボールタップは、フロートの上下によって自動的に弁を開閉する構造になっており、水

洗便器のロータンクや、受水槽に給水する給水用具である。

⑷ 大便器洗浄弁は、大便器の洗浄に用いる給水用具であり、バキュームブレーカを付帯す

るなど逆流を防止する構造となっている。

5

問題　46 直結加圧形ポンプユニットに関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはど

れか。

ア 直結加圧形ポンプユニットは、給水装置に設置して中高層建物に直接給水することを目

的に開発されたポンプ設備で、その機能に必要な構成機器すべてをユニットにしたもので

ある。

イ 直結加圧形ポンプユニットの構成は、ポンプ、電動機、制御盤、流水スイッチ、圧力発

信器、圧力タンク、副弁付定水位弁をあらかじめ組み込んだユニット形式となっている場

合が多い。

ウ 直結加圧形ポンプユニットは、ポンプを複数台設置し、 1 台が故障しても自動切替えに

より給水する機能や運転の偏りがないように自動的に交互運転する機能等を有している。

エ 直結加圧形ポンプユニットの圧力タンクは、停電によりポンプが停止したとき、蓄圧機

能により圧力タンク内の水を供給することを目的としたものである。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 誤 正

⑵  誤 誤 正 正

⑶  正 正 誤 誤

⑷  正 誤 正 誤

問題　47 給水用具に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 減圧弁は、調節ばね、ダイヤフラム、弁体等の圧力調整機構によって、一次側の圧力が

変動しても、二次側を一次側より低い一定圧力に保持する給水用具である。

⑵ 安全弁（逃し弁）は、水圧が設定圧力よりも上昇すると、弁体が自動的に開いて過剰圧力

を逃し、圧力が所定の値に降下すると閉じる機能を持つ給水用具である。

⑶ 玉形弁は、弁体が球状のため 90°回転で全開、全閉することのできる構造であり、全開

時の損失水頭は極めて小さい。

⑷ 仕切弁は、弁体が鉛直に上下し、全開・全閉する構造であり、全開時の損失水頭は極め

て小さい。
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問題　46 直結加圧形ポンプユニットに関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはど

れか。

ア 直結加圧形ポンプユニットは、給水装置に設置して中高層建物に直接給水することを目

的に開発されたポンプ設備で、その機能に必要な構成機器すべてをユニットにしたもので

ある。

イ 直結加圧形ポンプユニットの構成は、ポンプ、電動機、制御盤、流水スイッチ、圧力発

信器、圧力タンク、副弁付定水位弁をあらかじめ組み込んだユニット形式となっている場

合が多い。

ウ 直結加圧形ポンプユニットは、ポンプを複数台設置し、 1 台が故障しても自動切替えに

より給水する機能や運転の偏りがないように自動的に交互運転する機能等を有している。

エ 直結加圧形ポンプユニットの圧力タンクは、停電によりポンプが停止したとき、蓄圧機

能により圧力タンク内の水を供給することを目的としたものである。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 誤 正

⑵  誤 誤 正 正

⑶  正 正 誤 誤

⑷  正 誤 正 誤

問題　47 給水用具に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 減圧弁は、調節ばね、ダイヤフラム、弁体等の圧力調整機構によって、一次側の圧力が

変動しても、二次側を一次側より低い一定圧力に保持する給水用具である。

⑵ 安全弁（逃し弁）は、水圧が設定圧力よりも上昇すると、弁体が自動的に開いて過剰圧力

を逃し、圧力が所定の値に降下すると閉じる機能を持つ給水用具である。

⑶ 玉形弁は、弁体が球状のため 90°回転で全開、全閉することのできる構造であり、全開

時の損失水頭は極めて小さい。

⑷ 仕切弁は、弁体が鉛直に上下し、全開・全閉する構造であり、全開時の損失水頭は極め

て小さい。

6

問題　48 水道メーターに関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 水道メーターの遠隔指示装置は、中高層集合住宅や地下街などにおける検針の効率化、

また積雪によって検針が困難な場所などに有効である。

イ たて形軸流羽根車式水道メーターは、メーターケースに流入した水流が、整流器を通っ

て、水平に設置された螺旋状羽根車に沿って流れ、羽根車を回転させる構造であり、よこ

形軸流羽根車式に比べ損失水頭が小さい。

ウ 水道メーターは、各水道事業者により使用する形式が異なるため、設計に当たっては、

あらかじめこれらを確認する必要がある。

エ 水道メーターの指示部の形態は、計量値をアナログ表示する直読式と、計量値をデジタ

ル表示する円読式がある。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 誤 誤

⑵  誤 誤 正 正

⑶  正 誤 正 誤

⑷  誤 正 誤 正

問題　49 水道メーターに関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道メーターの遠隔指示装置は、発信装置（又は記憶装置）、信号伝達部（ケーブル）及び

受信器から構成される。

⑵ 水道メーターの計量部の形態で、複箱形とは、メーターケースの中に別の計量室（イン

ナーケース）をもち、複数のノズルから羽根車に噴射水流を与える構造のものである。

⑶ 電磁式水道メーターは、給水管と同じ呼び径の直管で機械的可動部がないため耐久性に

優れ、小流量から大流量まで広範囲な計測に適する。

⑷ 水道メーターの指示部の形態で、機械式とは、羽根車に永久磁石を取付けて、羽根車の

回転を磁気センサで電気信号として検出し、集積回路により演算処理して、通過水量を液

晶表示する方式である。
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問題　48 水道メーターに関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 水道メーターの遠隔指示装置は、中高層集合住宅や地下街などにおける検針の効率化、

また積雪によって検針が困難な場所などに有効である。

イ たて形軸流羽根車式水道メーターは、メーターケースに流入した水流が、整流器を通っ

て、水平に設置された螺旋状羽根車に沿って流れ、羽根車を回転させる構造であり、よこ

形軸流羽根車式に比べ損失水頭が小さい。

ウ 水道メーターは、各水道事業者により使用する形式が異なるため、設計に当たっては、

あらかじめこれらを確認する必要がある。

エ 水道メーターの指示部の形態は、計量値をアナログ表示する直読式と、計量値をデジタ

ル表示する円読式がある。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 誤 誤

⑵  誤 誤 正 正

⑶  正 誤 正 誤

⑷  誤 正 誤 正

問題　49 水道メーターに関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道メーターの遠隔指示装置は、発信装置（又は記憶装置）、信号伝達部（ケーブル）及び

受信器から構成される。

⑵ 水道メーターの計量部の形態で、複箱形とは、メーターケースの中に別の計量室（イン

ナーケース）をもち、複数のノズルから羽根車に噴射水流を与える構造のものである。

⑶ 電磁式水道メーターは、給水管と同じ呼び径の直管で機械的可動部がないため耐久性に

優れ、小流量から大流量まで広範囲な計測に適する。

⑷ 水道メーターの指示部の形態で、機械式とは、羽根車に永久磁石を取付けて、羽根車の

回転を磁気センサで電気信号として検出し、集積回路により演算処理して、通過水量を液

晶表示する方式である。

7

問題　50 給水用具の故障と対策に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 小便器洗浄弁の吐出量が多いので原因を調査した。その結果、調節ねじを開け過ぎてい

たので、調節ねじを右に回して吐出量を減らした。

⑵ 水栓から漏水していたので原因を調査した。その結果、弁座に軽度の摩耗が認められた

ので、パッキンを取り替えた。

⑶ ボールタップ付ロータンクの水が止まらなかったので原因を調査した。その結果、リン

グ状の鎖がからまっていたので、鎖を 2 輪分短くした。

⑷ 大便器洗浄弁から常に少量の水が流出していたので原因を調査した。その結果、ピスト

ンバルブと弁座の間に異物がかみ込んでいたので、ピストンバルブを取外し異物を除いた。
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給 水 装 置 施 工 管 理 法

問題　51 給水装置工事の工程管理に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのうち、

適当なものはどれか。

工程管理は、 ア に定めた工期内に工事を完了するため、事前準備の イ や

水道事業者、建設業者、道路管理者、警察署等との調整に基づき工程管理計画を作成し、こ

れに沿って、効率的かつ経済的に工事を進めて行くことである。

工程管理するための工程表には、 ウ 、ネットワーク等があるが、給水装置工事の

工事規模の場合は、 ウ 工程表が一般的である。

ア イ ウ

⑴ 契約書 材料手配 出来高累計曲線

⑵ 契約書 現地調査 バーチャート

⑶ 設計書 現地調査 出来高累計曲線

⑷ 設計書 材料手配 バーチャート

問題　52 給水装置工事の施工管理に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 工事着手後速やかに、現場付近住民に対し、工事の施行について協力が得られるよう、

工事内容の具体的な説明を行う。

⑵ 工事内容を現場付近住民や通行人に周知するため、広報板などを使用し、必要な広報措

置を行う。

⑶ 工事の施行に当たり、事故が発生し、又は発生するおそれがある場合は、直ちに必要な

措置を講じたうえ、事故の状況及び措置内容を水道事業者や関係官公署に報告する。

⑷ 工事の施行中に他の者の所管に属する地下埋設物、地下施設その他工作物の移設、防護、

切り廻し等を必要とするときは、速やかに水道事業者や埋設管等の管理者に申し出て、そ

の指示を受ける。

給 水 装 置 施 工 管 理 法

8

給 水 装 置 施 工 管 理 法

問題　51 給水装置工事の工程管理に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのうち、

適当なものはどれか。

工程管理は、 ア に定めた工期内に工事を完了するため、事前準備の イ や

水道事業者、建設業者、道路管理者、警察署等との調整に基づき工程管理計画を作成し、こ

れに沿って、効率的かつ経済的に工事を進めて行くことである。

工程管理するための工程表には、 ウ 、ネットワーク等があるが、給水装置工事の

工事規模の場合は、 ウ 工程表が一般的である。

ア イ ウ

⑴ 契約書 材料手配 出来高累計曲線

⑵ 契約書 現地調査 バーチャート

⑶ 設計書 現地調査 出来高累計曲線

⑷ 設計書 材料手配 バーチャート

問題　52 給水装置工事の施工管理に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 工事着手後速やかに、現場付近住民に対し、工事の施行について協力が得られるよう、

工事内容の具体的な説明を行う。

⑵ 工事内容を現場付近住民や通行人に周知するため、広報板などを使用し、必要な広報措

置を行う。

⑶ 工事の施行に当たり、事故が発生し、又は発生するおそれがある場合は、直ちに必要な

措置を講じたうえ、事故の状況及び措置内容を水道事業者や関係官公署に報告する。

⑷ 工事の施行中に他の者の所管に属する地下埋設物、地下施設その他工作物の移設、防護、

切り廻し等を必要とするときは、速やかに水道事業者や埋設管等の管理者に申し出て、そ

の指示を受ける。
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問題　53 給水装置工事の施工管理に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 施工計画書には、現地調査、水道事業者等との協議に基づき作業の責任を明確にした施

工体制、有資格者名簿、施工方法、品質管理項目及び方法、安全対策、緊急時の連絡体制

と電話番号、実施工程表等を記載する。

⑵ 配水管からの分岐以降水道メーターまでの工事は、道路上での工事を伴うことから、施

工計画書を作成して適切に管理を行う必要があるが、水道メーター以降の工事は、宅地内

での工事であることから、施工計画書を作成する必要がない。

⑶ 常に工事の進捗状況について把握し、施工計画時に作成した工程表と実績とを比較して

工事の円滑な進行を図る。

⑷ 施工に当っては、施工計画書に基づき適正な施工管理を行う。具体的には、施工計画に

基づく工程、作業時間、作業手順、交通規制等に沿って工事を施行し、必要の都度工事目

的物の品質管理を実施する。

問題　54 配水管から分岐して設けられる給水装置工事に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、

適当なものはどれか。

ア サドル付分水栓を鋳鉄管に取付ける場合、鋳鉄管の外面防食塗装に適した穿孔ドリルを

使用する。

イ 給水管及び給水用具は、給水装置の構造及び材質の基準に関する省令の性能基準に適合

したもので、かつ検査等により品質確認がされたものを使用する。

ウ サドル付分水栓の取付けボルト、給水管及び給水用具の継手等で締付けトルクが設定さ

れているものは、その締付け状況を確認する。

エ 配水管が水道配水用ポリエチレン管でサドル付分水栓を取付けて穿孔する場合、防食コ

アを装着する。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 正 誤

⑵  正 誤 誤 正

⑶  誤 誤 正 正

⑷  正 正 誤 誤
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問題　53 給水装置工事の施工管理に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 施工計画書には、現地調査、水道事業者等との協議に基づき作業の責任を明確にした施

工体制、有資格者名簿、施工方法、品質管理項目及び方法、安全対策、緊急時の連絡体制

と電話番号、実施工程表等を記載する。
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ア イ ウ エ

⑴  誤 正 正 誤

⑵  正 誤 誤 正

⑶  誤 誤 正 正

⑷  正 正 誤 誤
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問題　55 給水装置工事の品質管理について、穿孔後に現場において確認すべき水質項目の次の組み

合わせについて、適当なものはどれか。

⑴ pH 値 、 におい、 濁　り、 水　温、 味

⑵ 残留塩素、 TOC 、 pH 値 、 水　温、 色

⑶ pH 値 、 濁　り、 水　温、 色 、 味

⑷ 残留塩素、 におい、 濁　り、 色 、 味

問題　56 工事用電力設備における電気事故防止の基本事項に関する次の記述のうち、不適当なもの

はどれか。

⑴ 電力設備には、感電防止用漏電遮断器を設置し、感電事故防止に努める。

⑵ 高圧配線、変電設備には、危険表示を行い、接触の危険のあるものには必ず柵、囲い、

覆い等感電防止措置を行う。

⑶ 水中ポンプその他の電気関係器材は、常に点検と補修を行い正常な状態で作動させる。

⑷ 仮設の電気工事は、電気事業法に基づく「電気設備に関する技術基準を定める省令」等に

より給水装置工事主任技術者が行う。
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問題　57 建設工事公衆災害防止対策要綱に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 施工者は、歩行者及び自転車が移動さくに沿って通行する部分の移動さくの設置に当

たっては、移動さくの間隔をあけないようにし、又は移動さく間に安全ロープ等を張って

すき間のないよう措置しなければならない。

⑵ 施工者は、道路上に作業場を設ける場合は、原則として、交通流に対する背面から車両

を出入りさせなければならない。ただし、周囲の状況等によりやむを得ない場合において

は、交通流に平行する部分から車両を出入りさせることができる。

⑶ 施工者は、工事を予告する道路標識、掲示板等を、工事箇所の前方 10 メートルから 50

メートルの間の路側又は中央帯のうち視認しやすい箇所に設置しなければならない。

⑷ 起業者及び施工者は、車幅制限する場合において、歩行者が安全に通行し得るために歩

行者用として別に幅 0.75 メートル以上、特に歩行者の多い箇所においては幅 1.5 メート

ル以上の通路を確保しなければならない。

問題　58 建設業法第 26 条に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのうち、適当

なものはどれか。

発注者から直接建設工事を請け負った ア は、下請契約の請負代金の額（当該下請

契約が二つ以上あるときは、それらの請負代金の総額）が イ 万円以上になる場合に

おいては、 ウ を置かなければならない。

ア イ ウ

⑴ 特定建設業者 1,000 主任技術者

⑵ 一般建設業者 4,000 主任技術者

⑶ 一般建設業者 1,000 監理技術者

⑷ 特定建設業者 4,000 監理技術者
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行者用として別に幅 0.75 メートル以上、特に歩行者の多い箇所においては幅 1.5 メート

ル以上の通路を確保しなければならない。

問題　58 建設業法第 26 条に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのうち、適当

なものはどれか。

発注者から直接建設工事を請け負った ア は、下請契約の請負代金の額（当該下請

契約が二つ以上あるときは、それらの請負代金の総額）が イ 万円以上になる場合に
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ア イ ウ

⑴ 特定建設業者 1,000 主任技術者
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⑷ 特定建設業者 4,000 監理技術者
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問題　59 労働安全衛生法に定める作業主任者に関する次の記述の 内に入る語句の組み合

わせのうち、適当なものはどれか。

事業者は、労働災害を防止するための管理を必要とする ア で定める作業について

は、 イ の免許を受けた者又は イ あるいは イ の指定する者が行う技

能講習に修了した者のうちから、 ウ で定めるところにより、作業の区分に応じて、

作業主任者を選任しなければならない。

ア イ ウ

⑴ 法　律 都道府県労働局長 条 例

⑵ 政　令 都道府県労働局長 厚生労働省令

⑶ 法　律 厚 生 労 働 大 臣 条 例

⑷ 政　令 厚 生 労 働 大 臣 厚生労働省令

問題　60 建築物の内部、屋上又は最下階の床下に設ける給水タンク及び貯水タンク（以下「給水タン

ク等」という）の配管設備の構造方法に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 給水タンク等の天井は、建築物の他の部分と兼用できる。

⑵ 給水タンク等の内部には、飲料水の配管設備以外の配管設備を設けない。

⑶ 給水タンク等の上にポンプ、ボイラー、空気調和機等の機器を設ける場合においては、

飲料水を汚染することのないように衛生上必要な措置を講ずる。

⑷ 最下階の床下その他浸水によりオーバーフロー管から水が逆流するおそれのある場所に

給水タンク等を設置する場合にあっては、浸水を容易に覚知することができるよう浸水を

検知し警報する装置の設置その他の措置を講じる。

12
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令和元年度給水装置工事主任技術者試験正答番号一覧

学 科 試 験 １ 　
科目名 問題番号 正答番号 科目名 問題番号 正答番号
公衆衛生
概論

問題� 1 4 給水装置
の構造及
び性能

問題�20 4
問題� 2 2 問題�21 3
問題� 3 3 問題�22 1

水道行政 問題� 4 1 問題�23 2
問題� 5 2 問題�24 1
問題� 6 4 問題�25 2
問題� 7 1 問題�26 4
問題� 8 4 問題�27 3
問題� 9 1 問題�28 4

給水装置
工事法

問題�10 2 問題�29 2
問題�11 4 給水装置

計画論
問題�30 4

問題�12 3 問題�31 3
問題�13 2 問題�32 3
問題�14 2 問題�33 2
問題�15 3 問題�34 1
問題�16 2 問題�35 3
問題�17 4 給水装置

工事事務
論

問題�36 3
問題�18 3 問題�37 1
問題�19 1 問題�38 3

問題�39 3
問題�40 3

学 科 試 験 ２ 　
科目名 問題番号 正答番号 科目名 問題番号 正答番号
給水装置
の概要

問題�41 4 給水装置
施工管理
法

問題�51 2
問題�42 1 問題�52 1
問題�43 1 問題�53 2
問題�44 1 問題�54 1
問題�45 2 問題�55 4
問題�46 4 問題�56 4
問題�47 3

問題�57 ー
（下記参照）問題�48 3

問題�49 4 問題�58 4
問題�50 3 問題�59 2

問題�60 1

※�問題 57 は、（3）の記述にある「10 メートルから 50 メートル」は誤りで、正しくは「50
メートルから 500 メートル」であるため、正答は選択肢（3）としていた。
　�一方、選択肢（4）の記述は、「歩行者が安全に通行し得るために歩行者用として別に幅
0.75 メートル以上」とあるが、建設工事公衆災害対策要綱が令和元年 9月 2日に改正
され、改正要綱“第 27 歩行者用通路の確保”の規定の内容と選択肢 4の記述との相
違が生じたため、この問題の選択肢として適切でない表現となっている。以上のこと
から、問題 57 については正答なしとし、受験者全員を正解の扱いとした。
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財団ニュース

財団χϡーε

ྩݩ
給水ஔ工事ओ技術ऀ݁ࢪ࣮ݧࢼՌ

試 験 実 施 日　令和元年 10 月 27 日（日）
合格者発表日　令和元年 11 月 29 日（金）

試験地区 試験地 試験会場 受験票
交付数

有効
受験者数

受験率
（％） 合格者数 合格率

（％）

北 海 道 札 幌 市 北海道大学
工学部

654
（133）

568
（119） 86.9 257

（69）
45.2

（58.0）

東　 北 仙 台 市 東北工業大学
八木山キャンパス

1,530
（265）

1,307
（246） 85.4 609

（158）
46.6

（64.2）

関　 東

千 葉 県
習志野市

千葉工業大学
新習志野キャンパス

1,007
（144）

849
（129） 84.3

1,995
（483）

45.6
（70.1）

神奈川県
横 浜 市

横浜国立大学
常盤台キャンパス

1,150
（150）

952
（129） 82.8

東 京 都
杉 並 区

明治大学
和泉キャンパス

3,099
（487）

2,578
（431） 83.2

中　 部 名古屋市 名古屋市立大学
滝子キャンパス

1,769
（294）

1,499
（268） 84.7 694

（167）
46.3

（62.3）

関　 西

和 泉 市 桃山学院大学
聖トマス館

946
0

818
0 86.5

1,112
（269）

46.9
（69.9）

大 阪 市

新梅田研修センター
本館・新館

262
0

215
0 82.1

大阪アカデミア
本館・新館

1,545
（431）

1,337
（385） 86.5

中国四国 広 島 市 広島工業大学
専門学校

1,239
（268）

1,072
（243） 86.5 492

（147）
45.9

（60.5）

九　 州 福 岡 市 福岡大学
七隈キャンパス

1,799
（387）

1,575
（351） 87.5 703

（202）
44.6

（57.5）

沖　 縄 那 覇 市 国際電子ビジネス
専門学校

277
（56）

231
（49） 83.4 98

（25）
42.4

（51.0）

計 ８地区１１試験地１２会場 15,277
（2,615）

13,001
（2,350） 85.1 5,960

（1,520）
45.8

（64.7）
有効受験者数 : 有効受験者数とは、令和元年度試験時間割のうち学科試験１( 公衆衛生概論、水道行政、給水装置工事法、給水装置の

構造及び性能、給水装置計画論、給水装置工事事務論 )、学科試験２( 給水装置の概要、給水装置施工管理法 ) の全て
の学科試験を受験した者

一 部 免 除 者：１級・２級管工事施工管理技士は、試験科目の一部免除を受けることができる
(　　) 内数字：一部免除者で内数
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給水工事技術振興財団ダイアリー給水工事技術振興財団ダイアリー
（令和元年７月～12月）

　7月　3日（水） 第 1回給水装置工事主任技術者試験幹事委員会� 財団会議室

　7月12日（金） 第 2回給水装置工事主任技術者試験幹事委員会� 財団会議室

　7月25日（木） 第 3回給水装置工事主任技術者試験幹事委員会� 財団会議室

　8月21日（水） 給水装置工事配管技能検定会（大阪府）
大阪府立南大阪高等職業技術専門校

　8月22日（木） 　　　　　　〃　　　　　　 （大阪府）
大阪府立南大阪高等職業技術専門校

　9月　7日（土） 　　　　　　〃　　　　　　 （埼玉県）� 埼玉県管工事会館

　9月13日（金） 　　　　　　〃　　　　　　 （大阪府）
大阪府立南大阪高等職業技術専門校

　9月19日（木） 　　　　　　〃　　　　　　 （千葉県）�千葉県水道技術研修センター

　9月21日（土） 　　　　　　〃　　　　　　 （新潟県）
新潟市水道局水道研修センター

　9月26日（木） 　　　　　　〃　　　　　　 （宮城県）� 宮城県管工業協同組合

〃 　　　　　　〃　　　　　　 （福島県）
前澤給装工業株式会社　福島工場

　9月27日（金） 　　　　　　〃　　　　　　 （宮城県）� 宮城県管工業協同組合

〃 　　　　　　〃　　　　　　 （愛媛県）� 松山市管工事業協同組合

10月　1日（火） 第 2回給水装置工事技術指針改訂委員会� 財団会議室

10月　2日（水） 第 51回機関誌編集委員会� 財団会議室

10月 10日（木） 給水装置工事配管技能検定会（富山県）� 富山市管工事協同組合会館

10月 11日（金） 　　　　　　〃　　　　　　 （岩手県）� 花巻職業訓練協会

10月 12日（土） 　　　　　　〃　　　　　　 （青森県）�青森県立弘前高等技術専門校

10月 13日（日） 　　　　　　〃　　　　　　 （和歌山県）
� 中紀地域職業訓練センター（職業訓練法人 中紀技能訓練協会）

10月 17日（木） 　　　　　　〃　　　　　　 （山形県）
山形市上下水道施設管理センター技術研修施設
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10月 27日（日） 令和元年度給水装置工事主任技術者試験�

11月　7日（木） 給水装置工事配管技能検定会（東京都）
東京都立多摩職業能力開発センター府中校

11月　9日（土） 　　　　　　〃　　　　　　 （滋賀県）
� 独）高齢・障害・求職者雇用支援機構（ポリテクセンター滋賀）

〃 　　　　　　〃　　　　　　 （広島県）
広島市指定上下水道工事業協同組合

〃 　　　　　　〃　　　　　　 （佐賀県）
佐賀市上下水道局神野第二浄水場

11月 15日（金） 第 2回給水装置工事主任技術者試験委員会� 財団会議室

〃 給水装置工事配管技能検定会（静岡県）�静岡市上下水道局門屋浄水場

11月 22日（金） 〃

11月 29日（金） 令和元年度給水装置工事主任技術者試験合格発表�

11月 30日（土） 給水装置工事配管技能検定会（香川県）
香川県広域水道企業団　高松事務所浄水課　川添浄水場

12月 10日（火） 給水装置工事主任技術者研修 現地研修会（東京都）
東京都管工事会館

〃 第 3回給水装置工事技術指針改訂委員会� 財団会議室
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後
記■新年明けましておめでとうございます。

■昨年は改正水道法が施行され、指定給
水装置工事事業者制度に更新制が導入さ
れました。今後は指定更新の申請に合わ
せて、指定給水装置工事事業者の講習会の受講実
績及び業務内容、給水装置工事主任技術者等の研
修会の受講状況、適切に作業を行うことができる
技能を有する者の従事状況などが水道事業者によ
り確認され、その結果に応じて指定給水装置工事
事業者に助言・指導が行われることになります。
そこで、当財団では、令和元年 7月から給水装置
工事主任技術者のための研修（eラーニング研修、
現地研修会）を実施することとしました。
■今号の特集では、厚生労働省による更新制の概
要解説、更新制の導入に伴う日本水道協会の対応
に加え、新たな主任技術者研修の実施や技術者証
の有効期間の見直しといった当財団の取組みの解
説、さらには12月に行われた全国初の現地研修会
の模様を伝える記事を掲載しています。
■また、前号の編集後記でも触れましたが、今年
度から当機関紙編集委員会の委員長に明治大学の
坂上恭助教授が就任されました。今号より、坂上

委員長にご協力を賜り、鹿島建設株式会
社東京建築支店設備工事管理部専任次長
の岡内繁和氏との共著により、「給水シス
テムと給水ポンプ」と題した技術講座が

始まりました。 3回にわたり掲載する予定ですの
で、特集と合わせてご一読いただければ幸いです。
■昨年の台風15、19号をはじめ、近年は毎年の
ように大規模な災害が発生しています。非常時に
円滑・迅速な復旧を行うためには、技術・技能を
有する管工事事業者が必要不可欠です。当財団と
しては、前述の新たな主任技術者研修の実施に加
え、給水装置工事配管技能検定会を見直して全国
標準検定とポリ管検定を統合した新たな検定会を
開催するほか、給水装置工事のバイブルとも言わ
れる「給水装置工事技術指針」の改訂を進めてお
り、来年度早々には完成する予定です。今後も主
任技術者に係る指定試験機関として、水道法に基
づく主任技術者の国家試験を着実に実施すると同
時に、給水装置工事に関する技術者・技能者の養
成や技術の調査研究・開発などを行ってまいりま
すので、引き続き当財団の活動にご支援、ご協力
を賜りますようお願い申し上げます。
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